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（訂正・数値データ訂正）「平成28年3月期　決算短信〔日本基準〕（連結）」の一部訂正について 

平成 28 年 5 月 13 日に発表いたしました「平成 28年 3 月期決算短信〔日本基準〕(連結)」について、一部訂正

がありましたのでお知らせいたします。 

１.訂正の理由

平成 28 年 5 月 13日の公表後に、記載内容の連結、個別の流動資産の繰延税金資産、固定負債の繰延税金負

債、法人税等調整額に誤りがあることが判明しため訂正するものであります。 

２、訂正箇所 

訂正箇所が多数に及ぶため、訂正後及び訂正前の全文をそれぞれ添付し、訂正の箇所には下線を付して表示

おります。 
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1. 平成28年3月期の連結業績（平成27年4月1日～平成28年3月31日）

(2) 連結財政状態

(3) 連結キャッシュ・フローの状況

(1) 連結経営成績 （％表示は対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

28年3月期 14,953 △5.9 387 66.3 214 12.3 72
27年3月期 15,892 7.2 232 41.0 190 76.6 77

△7.0
△5.7

（注）包括利益 28年3月期 53百万円 （23.1％） 27年3月期 232百万円 （87.1％）

1株当たり当期純利益
潜在株式調整後1株当たり

当期純利益
自己資本当期純利益

率
総資産経常利益率 売上高営業利益率

円銭 円銭 ％ ％ ％

28年3月期 7.17 ― 3.0 2.8 2.6
27年3月期 7.71 ― 3.6 2.8 1.5
（参考） 持分法投資損益 28年3月期 ―百万円 27年3月期 ―百万円

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

28年3月期 8,427 2,436 27.7 242.45
27年3月期 7,135 2,292 32.1 228.10
（参考） 自己資本 28年3月期 2,436百万円 27年3月期 2,292百万円

営業活動によるキャッシュ・フロー 投資活動によるキャッシュ・フロー 財務活動によるキャッシュ・フロー 現金及び現金同等物期末残高
百万円 百万円 百万円 百万円

28年3月期 45 639 1,434
27年3月期 614

△924
△267 110 1,510

2. 配当の状況

（注）平成29年３月期の期末配当につきましては未定です。

年間配当金 配当金総額
（合計）

配当性向
（連結）

純資産配当
率（連結）第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円銭 円銭 円 銭 円 銭 円 銭 百万円 ％ ％

27年3月期 ― 0.00 ― 0.00 0.00 ― ― ―
28年3月期 ― 1.00 ― 0.00 1.00 10 14.0 0.4
29年3月期(予想) ― 0.00 ― ― ― ―

3. 平成29年 3月期の連結業績予想（平成28年 4月 1日～平成29年 3月31日）
（％表示は、通期は対前期、四半期は対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

当期純利益
1株当たり当期
純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第2四半期(累計) 7,000 1.3 85 1,189.0 60 436.9 35 ― 3.48
通期 15,500 3.7 280 △27.7 240 11.9 190 164.4 18.90

(訂正後）

親会社株主に帰属する当期純利益



※ 注記事項
(1) 期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） ： 有

(2) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

(3) 発行済株式数（普通株式）

新規 1社 （社名） BIG PHILIPPINES CORPORATION 、 除外 ―社 （社名）

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 有
②①以外の会計方針の変更 ： 無
③会計上の見積りの変更 ： 無
④修正再表示 ： 無

①期末発行済株式数（自己株式を含む） 28年3月期 10,171,797 株 27年3月期 10,171,797 株
② 期末自己株式数 28年3月期 122,925 株 27年3月期 121,596 株
③ 期中平均株式数 28年3月期 10,049,586 株 27年3月期 10,050,596 株

（参考）個別業績の概要

平成28年3月期の個別業績（平成27年4月1日～平成28年3月31日）

(2) 個別財政状態

(1) 個別経営成績 （％表示は対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

28年3月期 8,477 △2.3 12 ― 43 24.4 △82 ―
27年3月期 8,677 8.7 △34 ― 35 ― 5 ―

1株当たり当期純利益
潜在株式調整後1株当たり当期純

利益
円銭 円銭

28年3月期 ―
27年3月期

△8.18 
0.50 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

28年3月期 6,009 1,705 28.4 169.73
27年3月期 5,371 1,801 33.5 179.25
（参考） 自己資本 28年3月期 1,705百万円 27年3月期 1,801百万円

※監査手続の実施状況に関する表示
この決算短信は、金融商品取引法に基づく財務諸表の監査の手続きの対象外であり、この決算短信の開示時点において、金融商品取引法に基づく財務諸表
の監査手続きは終了していません。

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項
本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、実際
の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件等については、添付資料２ページ「１．経営成績・財政状態に関する分
析 （1）経営成績に関する分析 （次期の見通し）」をご覧ください。

(訂正後）
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１．経営成績・財政状態に関する分析

（１）経営成績に関する分析

当連結会計年度におけるわが国経済は、政府による経済対策や日銀による金融対策の継続により、企業収益や雇

用・所得環境の改善など、全体として緩やかな回復基調が続いたものの、原油価格の下落や株式市場の不安定感に加

え、中国をはじめとした世界経済の減速による景気の下振れ懸念も根強いなど、先行き不透明な状況が続いておりま

す。

このような状況の中、当社グループにおきましては、サービスやもの造りネットワーク体制の再構築をおこない、

独自の技術力を磨き、競争力を強化し、ターゲット顧客を明確にして売上を拡大させ、利益率の向上を図るなど国内

外において積極的な営業活動に努めてまいりました。

その結果、売上高は149億53百万円（前連結会計年度158億92百万円）と減収となりましたが、営業利益３億87百万

円（前連結会計年度２億32百万円）、経常利益２億14百万円（前連結会計年度1億90百万円）となり、事業構造改善費

用等の特別損失が発生したことにより、親会社株主に帰属する当期純利益は72百万円（前連結会計年度77百万円）とな

りました。

セグメントの業績を示すと次のとおりであります。

(合成樹脂成形関連事業)

国内外において、主力取扱商品のＯＡ部品の売上が減少し、国内の住設機器、ＳＰ製品等も減少しましたが、自動

車部品、アミューズメントの売上が増加しました。その結果、売上高は126億26百万円（前連結会計年度133億30百万

円）と減収になり、利益面では、原価低減や経費削減に取り組み営業利益は３億86百万円（前連結会計年度２億29百

万円の利益）と増益になりました。

(物流機器関連事業)

競合他社との価格競争や円安による原価高が続く中、拡販に努め積極的な営業活動を展開してまいりましたが、売

上高は23億26百万円（前連結会計年度25億61百万円）と減収になり、営業利益は91万円（前連結会計年度２百万円の

利益）と減益となりました。

(次期の見通し)

当社グループを取り巻く経営環境は、引き続き政府の経済政策等を背景に緩やかな景気回復が期待されるものの、

海外経済の減速懸念などによる景気の下振れリスクもあり、景気の先行きは予断を許さない状況で推移するものと思

われます。

　このような状況の中、当社グループは、常にターゲット顧客を明確にし、顧客の要求に応える幅広いネットワーク

の構築と独自技術の追求により、高い顧客満足を提供し、売上の拡大と利益率の向上に努めてまいります。

これにより平成29年3月期の連結業績予想につきましては、売上高155億円、営業利益２億80百万円、経常利益２億

40百万円、親会社株主に帰属する当期純利益１億90百万円と予想しております。

（２）財政状態に関する分析

当連結会計年度末に新規子会社を連結範囲に加えた為、財政状態に増減がございます。

①資産、負債及び純資産の状況

(資産）

　資産合計は84億27百万円となり、前連結会計年度末と比べ12億92百万円増加しました。これは主に、受取手形及び売

掛金５億18百万円増加、機械装置及び運搬具2億32百万円増加、のれん１億84百万円増加したことによるものです。

(負債）

　負債合計は59億90百万円となり、前連結会計年度末と比べ11億48百万円増加しました。これは主に、支払手形及び買

掛金が３億３百万円増加、長期借入金が６億29百万円増加したことによるものです。

（純資産）

　純資産合計は24億36百万円となり、前連結会計年度末と比べ１億43百万円増加しました。これは主に、利益剰余金が

62百万円増加、被支配株主持分が1億円増加したことによるものです。

②キャッシュ・フローの状況

　当連結会計年度末における現金及び現金同等物の期末残高は、前連結会計年度末に比べ２億16百万円減少しましたが、
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新規連結子会社の増加に伴う１億40百万円が増加したことにより14億34百万円となりました。

（営業活動によるキャッシュフロー）

　営業活動の結果得られた資金は、38百万円となりました。これは主に、税金等調整前純利益１億31百万円と減価償却

費１億52百万円の計上と、売上債権、たな卸資産、仕入債務の増減で１億36百万円減少したことによるものです。

（投資活動によるキャッシュフロー）

　投資活動の結果支出した資金は、９億18百万円となりました。これは主に、有形固定資産の取得１億56百万円と子会

社株式の取得５億78百万円の支出によるものです。

（財務活動によるキャッシュフロー）

　財務活動の結果得られた資金は、６億39百万円となりました。これは主に、短期および長期借入金の借入、返済によ

るものです。

(参考) キャッシュ・フロー関連指標の推移

平成24年３月期 平成25年３月期 平成26年３月期 平成27年３月期 平成28年３月期

自己資本比率 23.0% 27.1% 30.0% 32.1% 27.7%

時価ベースの自己資本比率 10.7% 14.9% 16.0% 17.5% 13.7%

キャッシュ・フロー対有利子
負債比率

△7.2 8.1 △30.9 3.1 57.8

インタレスト・カバレッジ・
レシオ

△4.5 3.9 1.3 14.5 1.1

（３）利益配分に関する基本方針及び当期・次期の配当

　当社は、株主の皆様に対し適切な利益還元を行うことを経営の重要課題の一つとして認識しております。

安定的な経営基盤の確保と株主資本利益率の向上に努めるとともに、配当につきましても株主の皆様に報いることを基

本としております。

　当社平成28年8月に設立６０周年を迎えたことで中間配当１株当たり１円の記念配当を実施させていただきましたが、

個別決算において、関連子会社の株式評価損を計上したことにより赤字計上を余儀なくされました。誠に遺憾ながら期

末配当につきましては、無配とさせて頂きます。

（中間配当金１円を実施済のため、年間配当金は１円となります。）

　株主の皆様には、ご迷惑をお掛けいたしますが、早期に経営を安定させて資本充実に努めるとともに、期末復配に至

れるよう引続き当社へのご支援・ご高配をお願いするものであります。

　なお、次期の配当につきましては、現時点では中間配当は無配、期末配当は未定とさせていただきます。期末配当に

つきましては、今後、業績等を勘案した上で、開示が可能となった時点で速やかに公表する予定です。

（４）事業等のリスク

当社グループの経営成績、財政状態及び投資家の判断に重大な影響を及ぼす可能性がある事項には、以下のようなも

のがあります。

当社及び当社の子会社の事業に関わるリスクの主なものを列挙しておりますが、全てのリスクを網羅しているわけでは

なく、将来において、現在は未知のリスク、あるいは現時点では重要とみなされていないためのリスクの影響を受ける

可能性もあります。

なお、記載した内容における将来に関する事項は、本資料の発表日（平成28年5月13日）現在において、当社が判断した

ものです。

① 海外での事業展開について

　中国一国に集中しているリスクは十分に認識の上、今般当該期12月28日付けでフィリピンの事業会社BIG PHILIPPINES

CORPORATION（精密機器用プラスチック射出成形部品の金型及び製品企画開発、製造、組立及び販売会社）を中国一辺倒

のリスク回避を前提に買収致しました。引続きまして、中国及びフィリピン両国の現地動向を十分把握し、定期的経営

監査を行うなど適切な対応を実施しているところであります。但し、現地の法的規制や慣習等に起因する予測不能な事
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態が発生することにより、当社グループの経営成績及び財政状態に影響を与える可能性があります。

②主要取引先への依存度に関するリスクについて

　当社グループは、主力製品の一つとしてＯＡ・住設・アミューズメントメーカー向けの合成樹脂成形部品及び組立製

品の取引を行っており、連結売上高を得意先グループ別に見ると、上位３社グループで相当部分を占めております。当

社グループに対する取引方針が変更された場合には、経営成績および財政状態に影響を及ぼす可能性があります。

③原材料価格の変動リスクについて

　当社グループが製造する製品の主原料である、石油化学製品、鋼材等の価格が高騰し、それを価格に転嫁できない場

合には、経営成績および財政状態に影響を及ぼす可能性があります。

④固定資産の減損に関するリスクについて

　経営環境の変化等により、資産がその収益性の低下により投資額の回収が見込めなくなった場合には、その回収可能

性を反映させるように帳簿価額を減額し、その減少額を減損損失とすることとなるため、経営成績および財政状態に影

響を及ぼす可能性があります。

⑤為替変動リスクについて

　当社グループは、中国（香港を含む）・フィリピンに子会社を展開しており、売上・費用・資産および負債等の現地

通貨建て項目は連結財務諸表作成のため円換算されております。また、当社グループの取引には外貨による輸出入が含

まれております。為替予約等により為替相場の変動のリスクをヘッジしておりますが、全てのリスクを排除することは

不可能であり、従いまして、換算時の為替レートの変動により経営成績および財政状態に影響を及ぼす可能性がありま

す。

　以上、列挙したリスク要因には、自社でコントロールできない外部要因もありますが、これらによる経営に与える悪

影響の発生可能性も十分認識した上で、その発生を未然防止し、また不幸にもこのリスクが顕在化した場合にはあらゆ

る手段を尽くして被害を最小限にとどめる方針であります。今後とも想定されるリスク内容の把握を徹底し、十分な管

理を遂行してまいります。

（５）継続企業の前提に関する重要事象等

該当事項はありません。

２．企業集団の状況

当社の企業集団は、当社・子会社６社で構成され、各種合成樹脂成形品（ＯＡ機器部品、家電部品、セールスプロモ

ーション製品、住設機器、自動車用品）及び物流機器（コンビテナー）の製造販売を主な事業内容としております。当

社においても、各種合成樹脂成形品に加え、物流機器関連事業を取扱っております。

当企業集団における主要な会社が営む主な事業と当該事業における位置付け及びセグメントとの関連は以下の通りで

あります。

(合成樹脂成形関連事業)

当社が製造するほか、連結子会社のヤマト・テクノセンター株式会社、埼玉ヤマト株式会社に対して金型の製造・合

成樹脂成形品の製造等を委託し、当社において販売しております。

香港大和工貿有限公司および大和高精密工業（深圳）有限公司は、中国国内で日系企業向けに輸出用ＯＡ機器部品等

の成形品ならびに金型の製造販売を行っております。

BIG PHILIPPINES CORPORATIONは、フィリピン国内で日系企業向けに輸出用ＯＡ機器部品等の成形品ならびに金型の製

造販売を行っております。

(物流機器関連事業)

中国企業へ生産委託し当社が日本国内で販売するほか、子会社の亜禡特貿易（上海）有限公司が中国国内に販売して

おります。なお、特殊な物流機器に関しては、一部国内の提携先に生産委託しております。

以上述べた事業の系統図は次の通りであります。
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３．経営方針

（１）会社の経営の基本方針

当社グループは、常にお客様の立場に立ち、心をこめたもの造りを通して社会に貢献することを理念に、もの造りの

原点に戻って、これまで蓄積した技術力・ノウハウを有効に活かし、グループ一丸となって品質・納期・価格ならびに

お客様への積極的提案により、どこにも負けない商品を作り続けてまいります。

（２）目標とする経営指標

当社グループは、企業価値の向上を目指すにあたり、売上高、営業利益率、経常利益率、ＲＯＥ(株主資本当期純利益

率)を重要な経営指標と位置づけ、その向上に取り組むとともに、財務体質の強化として有利子負債の削減と自己資本比

率の向上にも取り組んでおります。

（３）中長期的な会社の経営戦略

安定的に利益を生み出す事業基盤を構築することを目的に下記の施策に取り組んでいきます。

１．新たな柱となる事業化のため、金型及びプラスチック加工・金属加工から蓄えられた、技術力とノウハウを最大

限に活用し、顧客との共同開発を含む自社製品開発の検討を進め新事業の確立を目指す。

２．当社の強みである商社機能を生かし、協力会社との企業連合による効率的な生産体制を構築する。

３．中国を中心とした、新市場の開拓を目指し、海外拠点の再構築に取り組む。

４．市場の変化をタイムリーに捉え、社会の早い動きに対応した「人・物・金」の有効な活用を進める。

（４）会社の対処すべき課題

　当社グループの経営課題は、当社グループの基本方針に基づき、収益力の回復と利益ある成長を果たすため、

１．利益に執着し、常にターゲット顧客を明確にし、売上を拡大させ利益率の向上を図る。

　２．全社一丸となって、顧客の信頼を獲得し、リピート率を向上させる。

　３．高付加価値製品を製造できる独自技術を確立し、もの造りの強力なネットワークを確立する。

　４．海外事業拡大への体制を強化する。

　５．国内事業の再構築をする。

以上の施策の確実な実行と目標達成が当社グループの最重要課題であると認識して進めてまいります。

（５）その他、会社の経営上重要な事項

該当事項はありません。

４．会計基準の選択に関する基本的な考え方

　当社グループは、連結財務諸表の期間比較可能性及び企業間の比較可能性を考慮し、当面は日本基準で連結財務諸表

を作成する方針であります。

なお、国際会計基準の適用につきましては、国内外の諸情勢を考慮の上、適切に対応する方針であります。
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５．連結財務諸表

（１）連結貸借対照表

(単位：千円)

前連結会計年度
(平成27年３月31日)

当連結会計年度
(平成28年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 1,513,931 1,582,282

受取手形及び売掛金 2,649,318 3,167,533

商品及び製品 481,626 478,903

仕掛品 195,597 213,468

原材料及び貯蔵品 293,444 296,750

繰延税金資産 11,750 13,818

その他 175,153 280,973

貸倒引当金 △1,009 -

流動資産合計 5,319,813 6,033,731

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物 1,681,696 1,866,300

減価償却累計額 △1,259,561 △1,398,034

建物及び構築物（純額） 422,135 468,266

機械装置及び運搬具 2,253,478 3,006,997

減価償却累計額 △1,815,887 △2,336,691

機械装置及び運搬具（純額） 437,591 670,305

土地 660,642 624,584

リース資産 67,495 142,461

減価償却累計額 △27,856 △41,940

リース資産（純額） 39,639 100,520

建設仮勘定 16,808 5,153

その他 537,923 605,110

減価償却累計額 △483,199 △520,155

その他（純額） 54,723 84,955

有形固定資産合計 1,631,540 1,953,785

無形固定資産

のれん - 184,027

リース資産 2,511 1,856

その他 14,674 16,132

無形固定資産合計 17,185 202,016

投資その他の資産

投資有価証券 49,307 47,645

その他 120,210 192,972

貸倒引当金 △2,994 △2,994

投資その他の資産合計 166,523 237,623

固定資産合計 1,815,250 2,393,425

資産合計 7,135,064 8,427,157
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(単位：千円)

前連結会計年度
(平成27年３月31日)

当連結会計年度
(平成28年３月31日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 2,335,010 2,638,424

短期借入金 863,665 957,416

リース債務 11,389 21,534

未払法人税等 20,314 12,398

賞与引当金 24,983 32,300

その他 402,357 494,170

流動負債合計 3,657,720 4,156,245

固定負債

長期借入金 1,015,199 1,645,020

リース債務 33,698 88,088

繰延税金負債 27,186 27,568

退職給付に係る負債 105,257 71,785

その他 3,400 2,000

固定負債合計 1,184,742 1,834,463

負債合計 4,842,463 5,990,709

純資産の部

株主資本

資本金 927,623 927,623

資本剰余金 785,172 785,172

利益剰余金 277,232 339,239

自己株式 △22,729 △22,899

株主資本合計 1,967,300 2,029,136

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 4,021 1,539

繰延ヘッジ損益 0 △890

為替換算調整勘定 356,320 313,022

退職給付に係る調整累計額 △35,041 △6,446

その他の包括利益累計額合計 325,301 307,225

非支配株主持分 - 100,086

純資産合計 2,292,601 2,436,448

負債純資産合計 7,135,064 8,427,157

決算短信（宝印刷） 2016年05月16日 18時01分 7ページ（Tess 1.50(64) 20160126_01）

(訂正後）



ヤマト・インダストリー株式会社(7886) 平成28年３月期 決算短信

8

（２）連結損益計算書及び連結包括利益計算書

連結損益計算書

(単位：千円)
前連結会計年度

(自 平成26年４月１日
　至 平成27年３月31日)

当連結会計年度
(自 平成27年４月１日
　至 平成28年３月31日)

売上高 15,892,370 14,953,221

売上原価 13,985,065 12,826,301

売上総利益 1,907,305 2,126,920

販売費及び一般管理費

荷造運搬費 284,559 355,194

役員報酬 75,162 79,110

給料及び賞与 604,039 567,545

賞与引当金繰入額 13,532 18,789

退職給付費用 40,077 42,032

法定福利及び厚生費 105,165 105,418

旅費及び交通費 79,025 71,701

賃借料 97,130 99,418

減価償却費 23,568 15,257

貸倒引当金繰入額 2,999 △1,009

その他 349,150 386,175

販売費及び一般管理費合計 1,674,410 1,739,633

営業利益 232,894 387,287

営業外収益

受取利息 1,902 1,767

受取配当金 416 423

受取手数料 8,065 7,969

受取賃貸料 1,964 250

その他 8,577 36,821

営業外収益合計 20,927 47,232

営業外費用

支払利息 41,393 32,068

債権売却損 9,450 6,065

為替差損 2,099 151,587

その他 9,920 30,319

営業外費用合計 62,863 220,041

経常利益 190,957 214,478

特別利益

固定資産売却益 25 1,500

特別利益合計 25 1,500

特別損失

固定資産処分損 30,063 6,332

投資有価証券評価損 19,590 ―

事業構造改善費用 1,000 78,063

訴訟損失 2,850 ―

特別損失合計 53,503 84,396

税金等調整前当期純利益 137,479 131,582

法人税、住民税及び事業税 51,681 59,332

法人税等調整額 8,283 193

法人税等合計 59,964 59,526

当期純利益 77,514 72,055

非支配株主に帰属する当期純利益 ― ―

親会社株主に帰属する当期純利益 77,514 72,055
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連結包括利益計算書

(単位：千円)
前連結会計年度

(自 平成26年４月１日
　至 平成27年３月31日)

当連結会計年度
(自 平成27年４月１日
　至 平成28年３月31日)

当期純利益 77,514 72,055

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 1,941 △2,481

繰延ヘッジ損益 68 △890

為替換算調整勘定 150,319 △43,298

退職給付に係る調整額 2,867 28,594

その他の包括利益合計 155,197 △18,075

包括利益 232,711 53,980

（内訳）

親会社株主に係る包括利益 232,711 53,980

非支配株主に係る包括利益 ― ―
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（３）連結株主資本等変動計算書

前連結会計年度(自 平成26年４月１日 至 平成27年３月31日)

(単位：千円)

株主資本

資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計

当期首残高 927,623 785,172 125,443 △22,653 1,815,586

会計方針の変更によ

る累積的影響額
74,275 74,275

会計方針の変更を反映

した当期首残高
927,623 785,172 199,718 △22,653 1,889,861

当期変動額

剰余金の配当

親会社株主に帰属す

る当期純利益
77,514 77,514

自己株式の取得 △75 △75

株主資本以外の項目

の 当 期 変 動 額 （ 純

額）

当期変動額合計 ― ― 77,514 △75 77,438

当期末残高 927,623 785,172 277,232 △22,729 1,967,300

その他の包括利益累計額

非支配株主持分 純資産合計その他有価証券

評価差額金
繰延ヘッジ損益

為替換算調整勘

定

退職給付に係る

調整累計額

その他の包括利

益累計額合計

当期首残高 2,080 △68 206,001 △37,908 170,104 ― 1,985,690

会計方針の変更によ

る累積的影響額
74,275

会計方針の変更を反映

した当期首残高
2,080 △68 206,001 △37,908 170,104 ― 2,059,965

当期変動額

剰余金の配当

親会社株主に帰属す

る当期純利益
77,514

自己株式の取得 △75

株主資本以外の項目

の 当 期 変 動 額 （ 純

額）

1,941 68 150,319 2,867 155,197 ― 155,197

当期変動額合計 1,941 68 150,319 2,867 155,197 ― 232,636

当期末残高 4,021 0 356,320 △35,041 325,301 ― 2,292,601
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当連結会計年度(自 平成27年４月１日 至 平成28年３月31日)

(単位：千円)

株主資本

資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計

当期首残高 927,623 785,172 277,232 △22,729 1,967,300

会計方針の変更によ

る累積的影響額

会計方針の変更を反映

した当期首残高
927,623 785,172 277,232 △22,729 1,967,300

当期変動額

剰余金の配当 △10,049 △10,049

親会社株主に帰属す

る当期純利益
72,055 72,055

自己株式の取得 △170 △170

株主資本以外の項目

の 当 期 変 動 額 （ 純

額）

当期変動額合計 ― ― 62,006 △170 61,836

当期末残高 927,623 785,172 339,239 △22,899 2,029,136

その他の包括利益累計額

非支配株主持分 純資産合計その他有価証券

評価差額金
繰延ヘッジ損益

為替換算調整勘

定

退職給付に係る

調整累計額

その他の包括利

益累計額合計

当期首残高 4,021 0 356,320 △35,041 325,301 ― 2,292,601

会計方針の変更によ

る累積的影響額

会計方針の変更を反映

した当期首残高
4,021 △890 356,320 △35,041 325,301 2,292,601

当期変動額

剰余金の配当 △10,049

親会社株主に帰属す

る当期純利益
72,055

自己株式の取得 △170

株主資本以外の項目

の 当 期 変 動 額 （ 純

額）

△2,481 △890 △43,298 28,594 △18,075 100,086 82,010

当期変動額合計 △2,481 △890 △43,298 28,594 △18,075 100,086 143,847

当期末残高 1,539 △890 313,022 △6,446 307,225 100,086 2,436,448
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（４）連結キャッシュ・フロー計算書

(単位：千円)
前連結会計年度

(自 平成26年４月１日
　至 平成27年３月31日)

当連結会計年度
(自 平成27年４月１日
　至 平成28年３月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前当期純利益 137,479 131,582

減価償却費 172,406 158,848

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） △3,065 △5,250

貸倒引当金の増減額（△は減少） △2,326 △1,009

賞与引当金の増減額（△は減少） 24,983 7,317

受取利息及び受取配当金 △2,319 △2,191

支払利息 41,393 32,068

為替差損益（△は益） △12,673 △11,668

固定資産処分損益（△は益） 30,063 2,472

固定資産売却損益（△は益） △25 2,360

投資有価証券評価損益（△は益） 19,590 -

事業構造改善費用 1,000 78,063

売上債権の増減額（△は増加） 211,163 △210,160

たな卸資産の増減額（△は増加） 347 115,738

仕入債務の増減額（△は減少） 87,980 △42,427

未払消費税等の増減額（△は減少） 34,408 △39,226

その他 △36,016 9,985

小計 704,388 226,503

利息及び配当金の受取額 2,319 2,191

利息の支払額 △42,298 △34,430

法人税等の支払額 △49,317 △72,149

法人税等の還付額 - 960

事業構造改善費用の支払額 △1,000 △78,063

営業活動によるキャッシュ・フロー 614,091 45,010

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の預入による支出 △4,200 △148,850

定期預金の払戻による収入 4,200 4,200

投資有価証券の取得による支出 △1,094 △2,272

有形固定資産の取得による支出 △265,554 △163,301

有形固定資産の売却による収入 487 35,983

子会社株式の取得による支出 - △578,184

投資その他の資産の増減額（△は増加） △10 -

貸付けによる支出 - △72,330

貸付金の回収による収入 979 1,239

その他 △2,572 △1,184

投資活動によるキャッシュ・フロー △267,764 △924,699
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(単位：千円)
前連結会計年度

(自 平成26年４月１日
　至 平成27年３月31日)

当連結会計年度
(自 平成27年４月１日
　至 平成28年３月31日)

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） 201,764 51,795

長期借入金の返済による支出 △359,158 △375,913

長期借入れによる収入 280,000 990,000

自己株式の取得による支出 △75 △170

リース債務の返済による支出 △12,194 △16,427

配当金の支払額 - △10,049

財務活動によるキャッシュ・フロー 110,335 639,234

現金及び現金同等物に係る換算差額 42,739 23,978

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 499,402 △216,475

現金及び現金同等物の期首残高 1,011,378 1,510,781

新規連結に伴う現金及び現金同等物の増加額 - 140,177

現金及び現金同等物の期末残高 1,510,781 1,434,482
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（５）連結財務諸表に関する注記事項

(継続企業の前提に関する注記)

該当事項はありません。

(連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項)

１．連結の範囲に関する事項

(1) 連結子会社の数

６社

(2) 連結子会社の名称

ヤマト・テクノセンター㈱

埼玉ヤマト㈱

香港大和工貿有限公司

大和高精密工業（深圳）有限公司

亜禡特貿易上海有限公司

ＢＩＧ ＰＨＩＬＩＰＰＩＮＥＳ ＣＯＲＰＯＲＡＴＩＯＮ

２．連結子会社の事業年度等に関する事項

連結子会社のうち香港大和工貿有限公司、大和高精密工業（深圳）有限公司、亜禡特貿易上海有限公司、ＢＩＧ Ｐ

ＨＩＬＩＰＰＩＮＥＳ ＣＯＲＰＯＲＡＴＩＯＮの決算日は12月31日であります。

　連結財務諸表の作成にあたっては、同決算日現在の財務諸表を使用しております。ただし、平成27年１月１日から

連結決算日平成28年３月31日までの期間に発生した重要な取引については、連結上必要な調整を行っております。

３．会計処理基準に関する事項

①有価証券

その他有価証券

　時価のあるもの

決算日の市場価格等に基づく時価法

(評価差額は、全部純資産直入法により処理し、売却原価は移動平均法により算定)

　時価のないもの

移動平均法による原価法

②デリバティブ取引

時価法

③たな卸資産

通常の販売目的で保有するたな卸資産

評価基準は原価法(収益性の低下による簿価切下げの方法)によっております。

当社・・・月別移動平均法

(会計方針の変更)

　(企業結合に関する会計基準等の適用）

　「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号平成25年９月13日）、「連結財務諸表に関する会計基準」（企

業会計基準第22号平成25年９月13日）及び「事業分離等に関する会計基準」（企業会計基準第７号平成25年９月13日）

等を、当連結会計期間から適用し、当期純利益等の表示の変更及び少数株主持分から非支配株主持分への表示の変更を

行っております。当該表示の変更を反映させるため、前連結会計年度については、連結財務諸表の組替えを行っており

ます。

(表示方法の変更)

該当事項はありません。

(会計上の見積りの変更)

該当事項はありません。
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(追加情報)

該当事項はありません。

(連結貸借対照表関係)

※１ 担保資産及び担保債務

担保に供している資産及びこれに対応する債務は以下のとおりであります。

(イ)担保に供している資産

前連結会計年度
(平成27年３月31日)

当連結会計年度
(平成28年３月31日)

建物 193,622千円 173,767千円

土地 624,584千円 624,584千円

計 871,477千円 798,351千円

(ロ)上記に関する債務

前連結会計年度
(平成27年３月31日)

当連結会計年度
(平成28年３月31日)

割引手形 ―千円 ―千円

短期借入金 197,241千円 156,904千円

長期借入金 353,006千円 1,080,864千円

計 550,248千円 1,237,768千円

※２ 受取手形割引高及び受取手形裏書譲渡高

前連結会計年度
(平成27年３月31日)

当連結会計年度
(平成28年３月31日)

受取手形割引高 883,066千円 999,285千円

受取手形裏書譲渡高 10,289千円 11,431千円

※４ コミットメントライン契約

当社では資金調達の安定性を高めるため、取引銀行１行とコミットメントライン契約を締結しております。この

契約に基づく借入未実行残高は、次のとおりであります。

前連結会計年度
(平成27年３月31日)

当連結会計年度
(平成28年３月31日)

コミットメントラインの総額 350,000千円 350,000千円

借入実行残高 350,000千円 350,000千円

差引額 ─千円 ─千円

(連結損益計算書関係)

※１ 固定資産売却益の内容は、次のとおりであります。

前連結会計年度
(自 平成26年４月１日
至 平成27年３月31日)

当連結会計年度
(自 平成27年４月１日
至 平成28年３月31日)

機械装置及び運搬具 25千円 1,500千円

土地 ─千円 ─千円

計 25千円 1,500千円
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※２ 固定資産処分損の内容は、次のとおりであります。

前連結会計年度
(自 平成26年４月１日
至 平成27年３月31日)

当連結会計年度
(自 平成27年４月１日
至 平成28年３月31日)

建物及び構築物 32千円 533千円

機械装置及び運搬具 13,939千円 903千円

その他の有形固定資産 16,091千円 4,895千円

計 30,063千円 6,332千円

(連結包括利益計算書関係)

※１ その他の包括利益に係る組替調整額

前連結会計年度
(自 平成26年４月１日
至 平成27年３月31日)

当連結会計年度
(自 平成27年４月１日
至 平成28年３月31日)

その他有価証券評価差額金

当期発生額 2,882千円 △3,930千円

組替調整額 ― 千円 ― 千円

計 2,882千円 △3,930千円

繰延ヘッジ損益

当期発生額 106千円 △890千円

組替調整額 ― 千円 ― 千円

計 106千円 △890千円

為替換算調整勘定

当期発生額 150,319千円 △43,298千円

組替調整額 ― 千円 ― 千円

計 150,319千円 △43,298千円

退職給付に係る調整額

当期発生額 2,867千円 28,594千円

組替調整額 ― 千円 ― 千円

計 2,867千円 28,594千円

税効果調整前合計 156,175千円 △19,524千円

税効果額 ― 千円 ― 千円

その他包括利益合計 156,175千円 △19,524千円

※２ その他の包括利益に係る税効果額

前連結会計年度
(自 平成25年４月１日
至 平成26年３月31日)

当連結会計年度
(自 平成26年４月１日
至 平成27年３月31日)

その他有価証券評価差額金

税効果調整前 2,882千円 △3,930千円

税効果額 △940千円 1,449千円

税効果調整後 1,941千円 △2,481千円

繰延ヘッジ損益

税効果調整前 106千円 △890千円

税効果額 △37千円 292千円

税効果調整後 68千円 △597千円

為替換算調整勘定

税効果調整前 150,319千円 △43,298千円

税効果額 ― 千円 ― 千円

税効果調整後 150,319千円 △43,298千円

退職給付に係る調整額
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税効果調整前 2,867千円 28,594千円

税効果額 ― 千円 ― 千円

税効果調整後 2,867千円 28,594千円

その他の包括利益合計

税効果調整前 156,175千円 △19,524千円

税効果額 △977千円 1,741千円

税効果調整後 155,197千円 △17,783千円

(連結株主資本等変動計算書関係)

前連結会計年度(自 平成25年４月１日 至 平成26年３月31日)

１ 発行済株式に関する事項

株式の種類 当連結会計年度期首 増加 減少 当連結会計年度末

普通株式 (株) 10,171,797 ― ― 10,171,797

２ 自己株式に関する事項

株式の種類 当連結会計年度期首 増加 減少 当連結会計年度末

普通株式 (株) 121,051 545 ─ 121,596

（変動事由の概要）

増加数の内訳は、次の通りであります。

単元未満株式の買取請求による増加 545株

３ 新株予約権等に関する事項

該当事項はありません。

４ 配当に関する事項

該当事項はありません。

当連結会計年度(自 平成27年４月１日 至 平成28年３月31日)

１ 発行済株式に関する事項

株式の種類 当連結会計年度期首 増加 減少 当連結会計年度末

普通株式 (株) 10,171,797 ― ― 10,171,797

２ 自己株式に関する事項

株式の種類 当連結会計年度期首 増加 減少 当連結会計年度末

普通株式 (株) 121,596 1,329 122,925

（変動事由の概要）

　増加数の内訳は、次の通りであります。

　単元未満株式の買取請求による増加 1,329株

３ 新株予約権等に関する事項

該当事項はありません。

４ 配当に関する事項

該当事項はありません。
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(連結キャッシュ・フロー計算書関係)

※ 現金及び現金同等物の期末残高と連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係は、次のとおりでありま

す。

前連結会計年度
(自 平成26年４月１日
至 平成27年３月31日)

当連結会計年度
(自 平成27年４月１日
至 平成28年３月31日)

現金及び預金 1,513,931千円 1,582,282千円

預入期間が３か月を超える
定期預金

△3,150千円 △147,800千円

現金及び現金同等物 1,510,781千円 1,434,482千円

(セグメント情報等)

(セグメント情報)

１ 報告セグメントの概要

⑴報告セグメントの決定方法

当社グループの報告セグメントは、当社グループの構成単位のうち分離された財務諸表が入手可能であり、取締

役会が、経営資源の配分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となっているものであります。

　当社グループの報告セグメントの区分方法は、製品の種類、性質、製造方法を考慮し、「合成樹脂成形関連事

業」、「物流機器関連事業」の２つを報告セグメントとしております。

⑵各報告セグメントに属する製品及びサービスの種類

「合成樹脂成形関連事業」は、ＯＡ機器部品・セールスプロモーション製品・住設機器・自動車用品・情報通信

関連用品・家電部品等の製造販売をしております。

　「物流機器関連事業」は、物流機器（コンビテナー）等の製造販売をしております。

２ 報告セグメントごとの売上高、利益又は損失、資産、負債その他の項目の金額の算定方法

報告されている事業セグメントの会計処理の方法は、「連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項」におけ

る記載と概ね同一であります。

報告セグメントの利益は、営業利益ベースの数値であります。セグメント間の内部売上高及び振替高は取引高の実

績及び製品種別の利益率を用いて算定した理論値に基づいております。
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３ 報告セグメントごとの売上高、利益又は損失、資産、負債その他の項目の金額に関する情報

前連結会計年度(自 平成26年４月１日 至 平成27年３月31日)

(単位：千円)

報告セグメント
調整額

連結財務諸表
計上額合成樹脂成形

関連事業
物流機器
関連事業

計

売上高

外部顧客への売上高 13,330,910 2,561,460 15,892,370 ─ 15,892,370

セグメント間の内部
売上高又は振替高

60,924 45 60,970 △ 60,970 ─

計 13,391,835 2,561,506 15,953,341 △ 60,970 15,892,370

セグメント利益 229,896 2,997 232,894 ― 232,894

セグメント資産 5,670,089 852,067 6,522,157 612,906 7,135,064

セグメント負債 2,548,954 540,371 3,089,326 1,753,137 4,842,463

その他の項目

減価償却費 149,031 23,374 172,406 ─ 172,406

有形固定資産及び
無形固定資産の増加額

269,927 7,295 277,222 ─ 277,222

(注) １. セグメント利益は、連結損益計算書の営業利益と一致しております。

２. 調整額は以下のとおりであります。

⑴セグメント資産の調整額612,906千円は、各報告セグメントに配分していない全社資産であり、主に現金・

預金、投資有価証券、会員権等であります。

⑵セグメント負債の調整額1,753,137千円は、主に短期借入金、長期借入金、退職給付に係る負債であります。

当連結会計年度(自 平成27年４月１日 至 平成28年３月31日)

(単位：千円)

報告セグメント
調整額

連結財務諸表
計上額合成樹脂成形

関連事業
物流機器
関連事業

計

売上高

外部顧客への売上高 12,626,583 2,326,638 14,953,221 ─ 14,953,221

セグメント間の内部
売上高又は振替高

59,694 985 60,679 △ 60,679 ─

計 12,686,278 2,327,623 15,013,901 △ 60,679 14,953,221

セグメント利益 386,377 910 387,287 ─ 387,287

セグメント資産 6,971,460 836,458 7,807,918 619,239 8,427,157

セグメント負債 3,049,236 520,408 3,569,644 2,421,064 5,990,709

その他の項目

減価償却費 146,485 12,362 158,848 ─ 158,848

有形固定資産及び
無形固定資産の増加額

238,198 9,364 247,563 ─ 247,563

(注) １. セグメント利益は、連結損益計算書の営業利益と一致しております。

２. 調整額は以下のとおりであります。

⑴セグメント資産の調整額619,239千円は、各報告セグメントに配分していない全社資産であり、主に現金・

預金、投資有価証券、会員権等であります。

⑵セグメント負債の調整額2,421,064千円は、主に短期借入金、長期借入金、退職給付に係る負債であります。
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(１株当たり情報)

前連結会計年度
(自 平成26年４月１日
至 平成27年３月31日)

当連結会計年度
(自 平成27年４月１日
至 平成28年３月31日)

１株当たり純資産額 228円 10銭 １株当たり純資産額 242円 44銭

１株当たり当期純利益金額 7円 71銭 １株当たり当期純利益金額 7円 17銭

　なお、潜在株式調整後１株当たり当期純利益金額につ

いては、潜在株式が存在しないため記載をしておりませ

ん。

　また、算定上の基礎となる当連結会計年度における当

期純利益は、77,514千円、普通株式に係る当期純利益

は、77,514千円、期中平均株式数は、10,050千株であり

ます。

　なお、潜在株式調整後１株当たり当期純利益金額につ

いては、潜在株式が存在しないため記載をしておりませ

ん。

　また、算定上の基礎となる当連結会計年度における当

期純利益は、72,055千円、普通株式に係る当期純利益

は、72,055千円、期中平均株式数は、10,048千株であり

ます。

(重要な後発事象)

　該当事項はありません。
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６．個別財務諸表

（１）貸借対照表

(単位：千円)

前事業年度
(平成27年３月31日)

当事業年度
(平成28年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 555,107 564,449

受取手形 605,418 496,541

売掛金 1,204,272 1,413,521

商品及び製品 230,245 231,531

仕掛品 32,738 27,441

原材料及び貯蔵品 33,154 28,014

前払費用 3,281 2,600

繰延税金資産 9,794 10,817

短期貸付金 26,619 33,197

未収入金 189,075 168,765

その他 4,037 7,689

貸倒引当金 △1,127 -

流動資産合計 2,892,619 2,984,569

固定資産

有形固定資産

建物 215,407 194,159

構築物 5,656 20,028

機械及び装置 33,690 31,330

車両運搬具 701 117

工具、器具及び備品 7,083 10,292

土地 660,642 624,584

リース資産 38,366 99,876

有形固定資産合計 961,548 980,389

無形固定資産

ソフトウエア 2,676 5,201

リース資産 2,511 1,856

電話加入権 5,873 5,873

無形固定資産合計 11,061 12,931

投資その他の資産

投資有価証券 49,124 47,461

関係会社株式 1,165,203 1,659,145

出資金 183 183

関係会社長期貸付金 128,119 161,221

長期前払費用 5,634 4,231

敷金及び保証金 132,316 133,176

保険積立金 10,000 10,000

会員権 19,089 19,089

貸倒引当金 △2,994 △2,994

投資その他の資産合計 1,506,677 2,031,514

固定資産合計 2,479,287 3,024,835

資産合計 5,371,906 6,009,404

負債の部

流動負債

支払手形 997,956 805,758

買掛金 598,053 809,108

短期借入金 350,000 450,000
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1年内返済予定の長期借入金 378,483 420,517

未払金 47,241 37,722

未払費用 62,473 60,605

未払法人税等 10,344 7,982

未払消費税等 37,698 626

賞与引当金 16,980 23,954

設備関係支払手形 1,286 6,451

その他 22,478 31,182

流動負債合計 2,522,996 2,653,908

固定負債

長期借入金 955,319 1,519,422

繰延税金負債 21,392 16,281

退職給付引当金 34,293 24,558

その他 36,403 89,574

固定負債合計 1,047,407 1,649,837

負債合計 3,570,403 4,303,745

純資産の部

株主資本

資本金 927,623 927,623

資本剰余金

資本準備金 785,132 785,132

その他資本剰余金 40 40

資本剰余金合計 785,172 785,172

利益剰余金

利益準備金 124,283 1,004

その他利益剰余金

買換資産圧縮積立金 38,111 34,206

別途積立金 1,803,505 -

繰越利益剰余金 △1,858,485 △20,099

利益剰余金合計 107,414 15,111

自己株式 △22,729 △22,899

株主資本合計 1,797,481 1,705,008

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 4,021 1,539

繰延ヘッジ損益 0 △890

評価・換算差額等合計 4,021 649

純資産合計 1,801,503 1,705,658

負債純資産合計 5,371,906 6,009,404
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（２）損益計算書

(単位：千円)
前事業年度

(自 平成26年４月１日
　至 平成27年３月31日)

当事業年度
(自 平成27年４月１日
　至 平成28年３月31日)

売上高 8,677,542 8,477,729

売上原価 7,802,343 7,548,090

売上総利益 875,198 929,638

販売費及び一般管理費 909,420 916,784

営業利益又は営業損失（△） △34,221 12,854

営業外収益

受取利息及び配当金 41,462 29,135

受取手数料 52,852 50,159

受取賃貸料 31,114 27,411

為替差益 8,531 -

その他 7,855 6,200

営業外収益合計 141,816 112,906

営業外費用

支払利息 37,970 29,274

貸与資産減価償却費 14,205 13,797

為替差損 - 8,505

手形売却損 6,224 6,065

債権売却損 9,450 9,902

支払手数料 - 12,786

支払リース料 730 727

その他 3,695 761

営業外費用合計 72,277 81,821

経常利益 35,317 43,940

特別利益

固定資産売却益 - 1,500

特別利益合計 - 1,500

特別損失

固定資産処分損 1,468 4,779

関係会社株式評価損 - 121,718

投資有価証券評価損 19,590 -

事業構造改善費用 1,000 1,000

訴訟損失 2,850 -

特別損失合計 24,908 127,497

税引前当期純利益又は税引前当期純損失
（△）

10,408 △82,057

法人税、住民税及び事業税 10,025 4,444

法人税等調整額 △4,655 △4,248 

法人税等合計 5,369 195

当期純利益又は当期純損失（△） 5,038 △82,252 
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製造原価明細書

前事業年度
(自 平成26年４月１日
至 平成27年３月31日)

当事業年度
(自 平成27年４月１日
至 平成28年３月31日)

区分
注記
番号

金額(千円)
構成比
(％)

金額(千円)
構成比
(％)

Ⅰ 材料費 1,205,231 15.6 960,615 12.8

Ⅱ 外作品購入費 ※２ 5,957,995 77.1 6,008,904 80.2

Ⅲ 労務費 311,221 4.0 292,375 3.9

Ⅳ 経費 ※３ 254,024 3.3 232,816 3.1

当期総製造費用 7,728,472 100.0 7,494,712 100.0

仕掛品期首たな卸高 37,613 32,738

計 7,766,085 7,527,450

仕掛品期末たな卸高 32,738 27,441

当期製品製造原価 7,733,347 7,500,009

(脚注)

項目
前事業年度

(自 平成26年４月１日
至 平成27年３月31日)

当事業年度
(自 平成27年４月１日
至 平成28年３月31日)

　１ 原価計算の方法 製品別総合原価計算を原則としており

ます。期中においては、原材料費の一

部および加工費について予定原価を採

用し、実際原価との差額を期末棚卸高

と売上原価に配賦調整しております。

同左

※２ 外作品購入費 外注先は当社の製造指図書に基づき、

当社の支給する材料を使用するほか、

自己調達した材料に加工を加え、製品

及び半製品を製造しております。

外作品購入費はこれら製品及び半製品

の購入費であります。

同左

※３ 経費のうち主なものは

次のとおりでありま

す。

外注加工費 26,188千円

減価償却費 47,244千円

外注加工費 25,055千円

減価償却費 37,612千円
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（３）株主資本等変動計算書

前事業年度(自 平成26年４月１日 至 平成27年３月31日)

(単位：千円)

株主資本

資本金

資本剰余金

資本準備金 その他資本剰余金 資本剰余金合計

当期首残高 927,623 785,132 40 785,172

会計方針の変更によ

る累積的影響額

会計方針の変更を反映

した当期首残高
927,623 785,132 40 785,172

当期変動額

剰余金の配当

当期純利益又は当期

純損失（△）

自己株式の取得

利益準備金の積立

利益準備金の取崩

買換資産圧縮積立金

の取崩

別途積立金の取崩

株主資本以外の項目

の 当 期 変 動 額 （ 純

額）

当期変動額合計 - - - -

当期末残高 927,623 785,132 40 785,172

株主資本

利益剰余金

利益準備金

その他利益剰余金

利益剰余金合計買換資産圧縮積立

金
別途積立金 繰越利益剰余金

当期首残高 124,283 42,896 1,803,505 △1,942,584 28,100

会計方針の変更によ

る累積的影響額
74,275 74,275

会計方針の変更を反映

した当期首残高
124,283 42,896 1,803,505 △1,868,309 102,375

当期変動額

剰余金の配当

当期純利益又は当期

純損失（△）
5,038 5,038

自己株式の取得

利益準備金の積立

利益準備金の取崩

買換資産圧縮積立金

の取崩
△4,784 4,784 -

別途積立金の取崩

株主資本以外の項目

の 当 期 変 動 額 （ 純

額）

当期変動額合計 - △4,784 - 9,823 5,038

当期末残高 124,283 38,111 1,803,505 △1,858,485 107,414
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株主資本 評価・換算差額等

純資産合計
自己株式 株主資本合計

その他有価証券評

価差額金
繰延ヘッジ損益

評価・換算差額等

合計

当期首残高 △22,653 1,718,243 2,080 △68 2,011 1,720,254

会計方針の変更によ

る累積的影響額
74,275 74,275

会計方針の変更を反映

した当期首残高
△22,653 1,792,518 2,080 △68 2,011 1,794,529

当期変動額

剰余金の配当

当期純利益又は当期

純損失（△）
5,038 5,038

自己株式の取得 △75 △75 △75

利益準備金の積立

利益準備金の取崩

買換資産圧縮積立金

の取崩
-

別途積立金の取崩

株主資本以外の項目

の 当 期 変 動 額 （ 純

額）

1,941 68 2,010 2,010

当期変動額合計 △75 4,963 1,941 68 2,010 6,973

当期末残高 △22,729 1,797,481 4,021 0 4,021 1,801,503
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当事業年度(自 平成27年４月１日 至 平成28年３月31日)

(単位：千円)

株主資本

資本金

資本剰余金

資本準備金 その他資本剰余金 資本剰余金合計

当期首残高 927,623 785,132 40 785,172

会計方針の変更によ

る累積的影響額

会計方針の変更を反映

した当期首残高
927,623 785,132 40 785,172

当期変動額

剰余金の配当

当期純利益又は当期

純損失（△）

自己株式の取得

利益準備金の積立

利益準備金の取崩

買換資産圧縮積立金

の取崩

別途積立金の取崩

株主資本以外の項目

の 当 期 変 動 額 （ 純

額）

当期変動額合計 - - - -

当期末残高 927,623 785,132 40 785,172

株主資本

利益剰余金

利益準備金

その他利益剰余金

利益剰余金合計買換資産圧縮積立

金
別途積立金 繰越利益剰余金

当期首残高 124,283 38,111 1,803,505 △1,858,485 107,414

会計方針の変更によ

る累積的影響額
-

会計方針の変更を反映

した当期首残高
124,283 38,111 1,803,505 △1,858,485 107,414

当期変動額

剰余金の配当 △10,049 △10,049

当期純利益又は当期

純損失（△）
△82,252 △82,252 

自己株式の取得

利益準備金の積立 1,004 △1,004 -

利益準備金の取崩 △124,283 124,283 -

買換資産圧縮積立金

の取崩
△3,905 3,905 -

別途積立金の取崩 △1,803,505 1,803,505 -

株主資本以外の項目

の 当 期 変 動 額 （ 純

額）

当期変動額合計 △123,278 △3,905 △1,803,505 1,838,386 △92,302 

当期末残高 1,004 34,206 - △20,099 15,111
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株主資本 評価・換算差額等

純資産合計
自己株式 株主資本合計

その他有価証券評

価差額金
繰延ヘッジ損益

評価・換算差額等

合計

当期首残高 △22,729 1,797,481 4,021 0 4,021 1,801,503

会計方針の変更によ

る累積的影響額
- -

会計方針の変更を反映

した当期首残高
△22,729 1,797,481 4,021 0 4,021 1,801,503

当期変動額

剰余金の配当 △10,049 △10,049

当期純利益又は当期

純損失（△）
△82,252 △82,252

自己株式の取得 △170 △170 △170

利益準備金の積立 - -

利益準備金の取崩 - -

買換資産圧縮積立金

の取崩
- -

別途積立金の取崩 - -

株主資本以外の項目

の 当 期 変 動 額 （ 純

額）

△2,481 △890 △3,371 △3,371

当期変動額合計 △170 △92,472 △2,481 △890 △3,371 △95,844

当期末残高 △22,899 1,705,008 1,539 △890 649 1,705,658
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1. 平成28年3月期の連結業績（平成27年4月1日～平成28年3月31日）

(2) 連結財政状態

(3) 連結キャッシュ・フローの状況

(1) 連結経営成績 （％表示は対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 親会社株主に帰属する当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

28年3月期 14,953 △5.9 387 66.3 214 12.3 71
27年3月期 15,892 7.2 232 41.0 190 76.6 77

△7.3
△5.7

（注）包括利益 28年3月期 53百万円 （23.1％） 27年3月期 232百万円 （87.1％）

1株当たり当期純利益
潜在株式調整後1株当たり

当期純利益
自己資本当期純利益

率
総資産経常利益率 売上高営業利益率

円銭 円銭 ％ ％ ％

28年3月期 7.15 ― 3.0 2.8 2.6
27年3月期 7.71 ― 3.6 2.8 1.5
（参考） 持分法投資損益 28年3月期 ―百万円 27年3月期 ―百万円

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

28年3月期 8,428 2,436 27.7 242.44
27年3月期 7,135 2,292 32.1 228.10
（参考） 自己資本 28年3月期 2,436百万円 27年3月期 2,292百万円

営業活動によるキャッシュ・フロー 投資活動によるキャッシュ・フロー 財務活動によるキャッシュ・フロー 現金及び現金同等物期末残高
百万円 百万円 百万円 百万円

28年3月期 38 639 1,434
27年3月期 614

△918
△267 110 1,510

2. 配当の状況

（注）平成29年３月期の期末配当につきましては未定です。

年間配当金 配当金総額
（合計）

配当性向
（連結）

純資産配当
率（連結）第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円銭 円銭 円 銭 円 銭 円 銭 百万円 ％ ％

27年3月期 ― 0.00 ― 0.00 0.00 ― ― ―
28年3月期 ― 1.00 ― 0.00 1.00 10 14.0 0.4
29年3月期(予想) ― 0.00 ― ― ― ―

3. 平成29年 3月期の連結業績予想（平成28年 4月 1日～平成29年 3月31日）
（％表示は、通期は対前期、四半期は対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

当期純利益
1株当たり当期
純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第2四半期(累計) 7,000 1.3 85 1,189.0 60 436.9 35 ― 3.48
通期 15,500 3.7 280 △27.7 240 11.9 190 164.4 18.90

（訂正前）



※ 注記事項
(1) 期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） ： 有

(2) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

(3) 発行済株式数（普通株式）

新規 1社 （社名） BIG PHILIPPINES CORPORATION 、 除外 ―社 （社名）

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 有
②①以外の会計方針の変更 ： 無
③会計上の見積りの変更 ： 無
④修正再表示 ： 無

①期末発行済株式数（自己株式を含む） 28年3月期 10,171,797 株 27年3月期 10,171,797 株
② 期末自己株式数 28年3月期 122,925 株 27年3月期 121,596 株
③ 期中平均株式数 28年3月期 10,049,586 株 27年3月期 10,050,596 株

（参考）個別業績の概要

平成28年3月期の個別業績（平成27年4月1日～平成28年3月31日）

(2) 個別財政状態

(1) 個別経営成績 （％表示は対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

28年3月期 8,477 △2.3 12 ― 43 24.4 △82 ―
27年3月期 8,677 8.7 △34 ― 35 ― 5 ―

1株当たり当期純利益
潜在株式調整後1株当たり当期純

利益
円銭 円銭

28年3月期 ―
27年3月期

△8.20 
0.50 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

28年3月期 6,010 1,705 28.4 169.71
27年3月期 5,371 1,801 33.5 179.25
（参考） 自己資本 28年3月期 1,705百万円 27年3月期 1,801百万円

※監査手続の実施状況に関する表示
この決算短信は、金融商品取引法に基づく財務諸表の監査の手続きの対象外であり、この決算短信の開示時点において、金融商品取引法に基づく財務諸表
の監査手続きは終了していません。

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項
本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、実際
の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件等については、添付資料２ページ「１．経営成績・財政状態に関する分
析 （1）経営成績に関する分析 （次期の見通し）」をご覧ください。

訂正前
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１．経営成績・財政状態に関する分析

（１）経営成績に関する分析

当連結会計年度におけるわが国経済は、政府による経済対策や日銀による金融対策の継続により、企業収益や雇

用・所得環境の改善など、全体として緩やかな回復基調が続いたものの、原油価格の下落や株式市場の不安定感に加

え、中国をはじめとした世界経済の減速による景気の下振れ懸念も根強いなど、先行き不透明な状況が続いておりま

す。

このような状況の中、当社グループにおきましては、サービスやもの造りネットワーク体制の再構築をおこない、

独自の技術力を磨き、競争力を強化し、ターゲット顧客を明確にして売上を拡大させ、利益率の向上を図るなど国内

外において積極的な営業活動に努めてまいりました。

その結果、売上高は149億53百万円（前連結会計年度158億92百万円）と減収となりましたが、営業利益３億87百万

円（前連結会計年度２億32百万円）、経常利益２億14百万円（前連結会計年度1億90百万円）となり、事業構造改善費

用等の特別損失が発生したことにより、親会社株主に帰属する当期純利益は71百万円（前連結会計年度77百万円）とな

りました。

セグメントの業績を示すと次のとおりであります。

(合成樹脂成形関連事業)

国内外において、主力取扱商品のＯＡ部品の売上が減少し、国内の住設機器、ＳＰ製品等も減少しましたが、自動

車部品、アミューズメントの売上が増加しました。その結果、売上高は126億26百万円（前連結会計年度133億30百万

円）と減収になり、利益面では、原価低減や経費削減に取り組み営業利益は３億86百万円（前連結会計年度２億29百

万円の利益）と増益になりました。

(物流機器関連事業)

競合他社との価格競争や円安による原価高が続く中、拡販に努め積極的な営業活動を展開してまいりましたが、売

上高は23億26百万円（前連結会計年度25億61百万円）と減収になり、営業利益は91万円（前連結会計年度２百万円の

利益）と減益となりました。

(次期の見通し)

当社グループを取り巻く経営環境は、引き続き政府の経済政策等を背景に緩やかな景気回復が期待されるものの、

海外経済の減速懸念などによる景気の下振れリスクもあり、景気の先行きは予断を許さない状況で推移するものと思

われます。

　このような状況の中、当社グループは、常にターゲット顧客を明確にし、顧客の要求に応える幅広いネットワーク

の構築と独自技術の追求により、高い顧客満足を提供し、売上の拡大と利益率の向上に努めてまいります。

これにより平成29年3月期の連結業績予想につきましては、売上高155億円、営業利益２億80百万円、経常利益２億

40百万円、親会社株主に帰属する当期純利益１億90百万円と予想しております。

（２）財政状態に関する分析

当連結会計年度末に新規子会社を連結範囲に加えた為、財政状態に増減がございます。

①資産、負債及び純資産の状況

(資産）

　資産合計は84億28百万円となり、前連結会計年度末と比べ12億93百万円増加しました。これは主に、受取手形及び売

掛金５億18百万円増加、機械装置及び運搬具2億32百万円増加、のれん１億84百万円増加したことによるものです。

(負債）

　負債合計は59億92百万円となり、前連結会計年度末と比べ11億49百万円増加しました。これは主に、支払手形及び買

掛金が３億３百万円増加、長期借入金が６億29百万円増加したことによるものです。

（純資産）

　純資産合計は24億36百万円となり、前連結会計年度末と比べ１億43百万円増加しました。これは主に、利益剰余金が

61百万円増加、被支配株主持分が1億円増加したことによるものです。

②キャッシュ・フローの状況

　当連結会計年度末における現金及び現金同等物の期末残高は、前連結会計年度末に比べ２億16百万円減少しましたが、
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新規連結子会社の増加に伴う１億40百万円が増加したことにより14億34百万円となりました。

（営業活動によるキャッシュフロー）

　営業活動の結果得られた資金は、38百万円となりました。これは主に、税金等調整前純利益１億31百万円と減価償却

費１億52百万円の計上と、売上債権、たな卸資産、仕入債務の増減で１億36百万円減少したことによるものです。

（投資活動によるキャッシュフロー）

　投資活動の結果支出した資金は、９億18百万円となりました。これは主に、有形固定資産の取得１億56百万円と子会

社株式の取得５億78百万円の支出によるものです。

（財務活動によるキャッシュフロー）

　財務活動の結果得られた資金は、６億39百万円となりました。これは主に、短期および長期借入金の借入、返済によ

るものです。

(参考) キャッシュ・フロー関連指標の推移

平成24年３月期 平成25年３月期 平成26年３月期 平成27年３月期 平成28年３月期

自己資本比率 23.0% 27.1% 30.0% 32.1% 27.7%

時価ベースの自己資本比率 10.7% 14.9% 16.0% 17.5% 13.7%

キャッシュ・フロー対有利子
負債比率

△7.2 8.1 △30.9 3.1 67.2

インタレスト・カバレッジ・
レシオ

△4.5 3.9 1.3 14.5 1.1

（３）利益配分に関する基本方針及び当期・次期の配当

　当社は、株主の皆様に対し適切な利益還元を行うことを経営の重要課題の一つとして認識しております。

安定的な経営基盤の確保と株主資本利益率の向上に努めるとともに、配当につきましても株主の皆様に報いることを基

本としております。

　当社平成28年8月に設立６０周年を迎えたことで中間配当１株当たり１円の記念配当を実施させていただきましたが、

個別決算において、関連子会社の株式評価損を計上したことにより赤字計上を余儀なくされました。誠に遺憾ながら期

末配当につきましては、無配とさせて頂きます。

（中間配当金１円を実施済のため、年間配当金は１円となります。）

　株主の皆様には、ご迷惑をお掛けいたしますが、早期に経営を安定させて資本充実に努めるとともに、期末復配に至

れるよう引続き当社へのご支援・ご高配をお願いするものであります。

　なお、次期の配当につきましては、現時点では中間配当は無配、期末配当は未定とさせていただきます。期末配当に

つきましては、今後、業績等を勘案した上で、開示が可能となった時点で速やかに公表する予定です。

（４）事業等のリスク

当社グループの経営成績、財政状態及び投資家の判断に重大な影響を及ぼす可能性がある事項には、以下のようなも

のがあります。

当社及び当社の子会社の事業に関わるリスクの主なものを列挙しておりますが、全てのリスクを網羅しているわけでは

なく、将来において、現在は未知のリスク、あるいは現時点では重要とみなされていないためのリスクの影響を受ける

可能性もあります。

なお、記載した内容における将来に関する事項は、本資料の発表日（平成28年5月13日）現在において、当社が判断した

ものです。

① 海外での事業展開について

　中国一国に集中しているリスクは十分に認識の上、今般当該期12月28日付けでフィリピンの事業会社BIG PHILIPPINES

CORPORATION（精密機器用プラスチック射出成形部品の金型及び製品企画開発、製造、組立及び販売会社）を中国一辺倒

のリスク回避を前提に買収致しました。引続きまして、中国及びフィリピン両国の現地動向を十分把握し、定期的経営

監査を行うなど適切な対応を実施しているところであります。但し、現地の法的規制や慣習等に起因する予測不能な事
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態が発生することにより、当社グループの経営成績及び財政状態に影響を与える可能性があります。

②主要取引先への依存度に関するリスクについて

　当社グループは、主力製品の一つとしてＯＡ・住設・アミューズメントメーカー向けの合成樹脂成形部品及び組立製

品の取引を行っており、連結売上高を得意先グループ別に見ると、上位３社グループで相当部分を占めております。当

社グループに対する取引方針が変更された場合には、経営成績および財政状態に影響を及ぼす可能性があります。

③原材料価格の変動リスクについて

　当社グループが製造する製品の主原料である、石油化学製品、鋼材等の価格が高騰し、それを価格に転嫁できない場

合には、経営成績および財政状態に影響を及ぼす可能性があります。

④固定資産の減損に関するリスクについて

　経営環境の変化等により、資産がその収益性の低下により投資額の回収が見込めなくなった場合には、その回収可能

性を反映させるように帳簿価額を減額し、その減少額を減損損失とすることとなるため、経営成績および財政状態に影

響を及ぼす可能性があります。

⑤為替変動リスクについて

　当社グループは、中国（香港を含む）・フィリピンに子会社を展開しており、売上・費用・資産および負債等の現地

通貨建て項目は連結財務諸表作成のため円換算されております。また、当社グループの取引には外貨による輸出入が含

まれております。為替予約等により為替相場の変動のリスクをヘッジしておりますが、全てのリスクを排除することは

不可能であり、従いまして、換算時の為替レートの変動により経営成績および財政状態に影響を及ぼす可能性がありま

す。

　以上、列挙したリスク要因には、自社でコントロールできない外部要因もありますが、これらによる経営に与える悪

影響の発生可能性も十分認識した上で、その発生を未然防止し、また不幸にもこのリスクが顕在化した場合にはあらゆ

る手段を尽くして被害を最小限にとどめる方針であります。今後とも想定されるリスク内容の把握を徹底し、十分な管

理を遂行してまいります。

（５）継続企業の前提に関する重要事象等

該当事項はありません。

２．企業集団の状況

当社の企業集団は、当社・子会社６社で構成され、各種合成樹脂成形品（ＯＡ機器部品、家電部品、セールスプロモ

ーション製品、住設機器、自動車用品）及び物流機器（コンビテナー）の製造販売を主な事業内容としております。当

社においても、各種合成樹脂成形品に加え、物流機器関連事業を取扱っております。

当企業集団における主要な会社が営む主な事業と当該事業における位置付け及びセグメントとの関連は以下の通りで

あります。

(合成樹脂成形関連事業)

当社が製造するほか、連結子会社のヤマト・テクノセンター株式会社、埼玉ヤマト株式会社に対して金型の製造・合

成樹脂成形品の製造等を委託し、当社において販売しております。

香港大和工貿有限公司および大和高精密工業（深圳）有限公司は、中国国内で日系企業向けに輸出用ＯＡ機器部品等

の成形品ならびに金型の製造販売を行っております。

BIG PHILIPPINES CORPORATIONは、フィリピン国内で日系企業向けに輸出用ＯＡ機器部品等の成形品ならびに金型の製

造販売を行っております。

(物流機器関連事業)

中国企業へ生産委託し当社が日本国内で販売するほか、子会社の亜禡特貿易（上海）有限公司が中国国内に販売して

おります。なお、特殊な物流機器に関しては、一部国内の提携先に生産委託しております。

以上述べた事業の系統図は次の通りであります。
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３．経営方針

（１）会社の経営の基本方針

当社グループは、常にお客様の立場に立ち、心をこめたもの造りを通して社会に貢献することを理念に、もの造りの

原点に戻って、これまで蓄積した技術力・ノウハウを有効に活かし、グループ一丸となって品質・納期・価格ならびに

お客様への積極的提案により、どこにも負けない商品を作り続けてまいります。

（２）目標とする経営指標

当社グループは、企業価値の向上を目指すにあたり、売上高、営業利益率、経常利益率、ＲＯＥ(株主資本当期純利益

率)を重要な経営指標と位置づけ、その向上に取り組むとともに、財務体質の強化として有利子負債の削減と自己資本比

率の向上にも取り組んでおります。

（３）中長期的な会社の経営戦略

安定的に利益を生み出す事業基盤を構築することを目的に下記の施策に取り組んでいきます。

１．新たな柱となる事業化のため、金型及びプラスチック加工・金属加工から蓄えられた、技術力とノウハウを最大

限に活用し、顧客との共同開発を含む自社製品開発の検討を進め新事業の確立を目指す。

２．当社の強みである商社機能を生かし、協力会社との企業連合による効率的な生産体制を構築する。

３．中国を中心とした、新市場の開拓を目指し、海外拠点の再構築に取り組む。

４．市場の変化をタイムリーに捉え、社会の早い動きに対応した「人・物・金」の有効な活用を進める。

（４）会社の対処すべき課題

　当社グループの経営課題は、当社グループの基本方針に基づき、収益力の回復と利益ある成長を果たすため、

１．利益に執着し、常にターゲット顧客を明確にし、売上を拡大させ利益率の向上を図る。

　２．全社一丸となって、顧客の信頼を獲得し、リピート率を向上させる。

　３．高付加価値製品を製造できる独自技術を確立し、もの造りの強力なネットワークを確立する。

　４．海外事業拡大への体制を強化する。

　５．国内事業の再構築をする。

以上の施策の確実な実行と目標達成が当社グループの最重要課題であると認識して進めてまいります。

（５）その他、会社の経営上重要な事項

該当事項はありません。

４．会計基準の選択に関する基本的な考え方

　当社グループは、連結財務諸表の期間比較可能性及び企業間の比較可能性を考慮し、当面は日本基準で連結財務諸表

を作成する方針であります。

なお、国際会計基準の適用につきましては、国内外の諸情勢を考慮の上、適切に対応する方針であります。
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５．連結財務諸表

（１）連結貸借対照表

(単位：千円)

前連結会計年度
(平成27年３月31日)

当連結会計年度
(平成28年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 1,513,931 1,582,282

受取手形及び売掛金 2,649,318 3,167,533

商品及び製品 481,626 478,903

仕掛品 195,597 213,468

原材料及び貯蔵品 293,444 296,750

繰延税金資産 11,750 15,326

その他 175,153 280,973

貸倒引当金 △1,009 -

流動資産合計 5,319,813 6,035,239

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物 1,681,696 1,866,300

減価償却累計額 △1,259,561 △1,398,034

建物及び構築物（純額） 422,135 468,266

機械装置及び運搬具 2,253,478 3,006,997

減価償却累計額 △1,815,887 △2,336,691

機械装置及び運搬具（純額） 437,591 670,305

土地 660,642 624,584

リース資産 67,495 142,461

減価償却累計額 △27,856 △41,940

リース資産（純額） 39,639 100,520

建設仮勘定 16,808 5,153

その他 537,923 605,110

減価償却累計額 △483,199 △520,155

その他（純額） 54,723 84,955

有形固定資産合計 1,631,540 1,953,785

無形固定資産

のれん - 184,027

リース資産 2,511 1,856

その他 14,674 16,132

無形固定資産合計 17,185 202,016

投資その他の資産

投資有価証券 49,307 47,645

その他 120,210 192,972

貸倒引当金 △2,994 △2,994

投資その他の資産合計 166,523 237,623

固定資産合計 1,815,250 2,393,425

資産合計 7,135,064 8,428,665
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(単位：千円)

前連結会計年度
(平成27年３月31日)

当連結会計年度
(平成28年３月31日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 2,335,010 2,638,424

短期借入金 863,665 957,416

リース債務 11,389 21,534

未払法人税等 20,314 12,398

賞与引当金 24,983 32,300

その他 402,357 494,170

流動負債合計 3,657,720 4,156,245

固定負債

長期借入金 1,015,199 1,645,020

リース債務 33,698 88,088

繰延税金負債 27,186 29,275

退職給付に係る負債 105,257 71,785

その他 3,400 2,000

固定負債合計 1,184,742 1,836,170

負債合計 4,842,463 5,992,415

純資産の部

株主資本

資本金 927,623 927,623

資本剰余金 785,172 785,172

利益剰余金 277,232 339,040

自己株式 △22,729 △22,899

株主資本合計 1,967,300 2,028,937

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 4,021 1,539

繰延ヘッジ損益 0 △890

為替換算調整勘定 356,320 313,022

退職給付に係る調整累計額 △35,041 △6,446

その他の包括利益累計額合計 325,301 307,225

非支配株主持分 - 100,086

純資産合計 2,292,601 2,436,249

負債純資産合計 7,135,064 8,428,665
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（２）連結損益計算書及び連結包括利益計算書

連結損益計算書

(単位：千円)
前連結会計年度

(自 平成26年４月１日
　至 平成27年３月31日)

当連結会計年度
(自 平成27年４月１日
　至 平成28年３月31日)

売上高 15,892,370 14,953,221

売上原価 13,985,065 12,826,301

売上総利益 1,907,305 2,126,920

販売費及び一般管理費

荷造運搬費 284,559 355,194

役員報酬 75,162 79,110

給料及び賞与 604,039 567,545

賞与引当金繰入額 13,532 18,789

退職給付費用 40,077 42,032

法定福利及び厚生費 105,165 105,418

旅費及び交通費 79,025 71,701

賃借料 97,130 99,418

減価償却費 23,568 15,257

貸倒引当金繰入額 2,999 △1,009

その他 349,150 386,175

販売費及び一般管理費合計 1,674,410 1,739,633

営業利益 232,894 387,287

営業外収益

受取利息 1,902 1,767

受取配当金 416 423

受取手数料 8,065 7,969

受取賃貸料 1,964 250

その他 8,577 36,821

営業外収益合計 20,927 47,232

営業外費用

支払利息 41,393 32,068

債権売却損 9,450 6,065

為替差損 2,099 151,587

その他 9,920 30,319

営業外費用合計 62,863 220,041

経常利益 190,957 214,478

特別利益

固定資産売却益 25 1,500

特別利益合計 25 1,500

特別損失

固定資産処分損 30,063 6,332

投資有価証券評価損 19,590 ―

事業構造改善費用 1,000 78,063

訴訟損失 2,850 ―

特別損失合計 53,503 84,396

税金等調整前当期純利益 137,479 131,582

法人税、住民税及び事業税 51,681 59,332

法人税等調整額 8,283 392

法人税等合計 59,964 59,725

当期純利益 77,514 71,856

非支配株主に帰属する当期純利益 ― ―

親会社株主に帰属する当期純利益 77,514 71,856
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連結包括利益計算書

(単位：千円)
前連結会計年度

(自 平成26年４月１日
　至 平成27年３月31日)

当連結会計年度
(自 平成27年４月１日
　至 平成28年３月31日)

当期純利益 77,514 71,856

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 1,941 △2,481

繰延ヘッジ損益 68 △890

為替換算調整勘定 150,319 △43,298

退職給付に係る調整額 2,867 28,594

その他の包括利益合計 155,197 △18,075

包括利益 232,711 53,781

（内訳）

親会社株主に係る包括利益 232,711 53,781

非支配株主に係る包括利益 ― ―
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（３）連結株主資本等変動計算書

前連結会計年度(自 平成26年４月１日 至 平成27年３月31日)

(単位：千円)

株主資本

資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計

当期首残高 927,623 785,172 125,443 △22,653 1,815,586

会計方針の変更によ

る累積的影響額
74,275 74,275

会計方針の変更を反映

した当期首残高
927,623 785,172 199,718 △22,653 1,889,861

当期変動額

剰余金の配当

親会社株主に帰属す

る当期純利益
77,514 77,514

自己株式の取得 △75 △75

株主資本以外の項目

の 当 期 変 動 額 （ 純

額）

当期変動額合計 ― ― 77,514 △75 77,438

当期末残高 927,623 785,172 277,232 △22,729 1,967,300

その他の包括利益累計額

非支配株主持分 純資産合計その他有価証券

評価差額金
繰延ヘッジ損益

為替換算調整勘

定

退職給付に係る

調整累計額

その他の包括利

益累計額合計

当期首残高 2,080 △68 206,001 △37,908 170,104 ― 1,985,690

会計方針の変更によ

る累積的影響額
74,275

会計方針の変更を反映

した当期首残高
2,080 △68 206,001 △37,908 170,104 ― 2,059,965

当期変動額

剰余金の配当

親会社株主に帰属す

る当期純利益
77,514

自己株式の取得 △75

株主資本以外の項目

の 当 期 変 動 額 （ 純

額）

1,941 68 150,319 2,867 155,197 ― 155,197

当期変動額合計 1,941 68 150,319 2,867 155,197 ― 232,636

当期末残高 4,021 0 356,320 △35,041 325,301 ― 2,292,601
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当連結会計年度(自 平成27年４月１日 至 平成28年３月31日)

(単位：千円)

株主資本

資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計

当期首残高 927,623 785,172 277,232 △22,729 1,967,300

会計方針の変更によ

る累積的影響額

会計方針の変更を反映

した当期首残高
927,623 785,172 277,232 △22,729 1,967,300

当期変動額

剰余金の配当 △10,049 △10,049

親会社株主に帰属す

る当期純利益
71,856 71,856

自己株式の取得 △170 △170

株主資本以外の項目

の 当 期 変 動 額 （ 純

額）

当期変動額合計 ― ― 61,807 △170 61,637

当期末残高 927,623 785,172 339,040 △22,899 2,028,937

その他の包括利益累計額

非支配株主持分 純資産合計その他有価証券

評価差額金
繰延ヘッジ損益

為替換算調整勘

定

退職給付に係る

調整累計額

その他の包括利

益累計額合計

当期首残高 4,021 0 356,320 △35,041 325,301 ― 2,292,601

会計方針の変更によ

る累積的影響額

会計方針の変更を反映

した当期首残高
4,021 △890 356,320 △35,041 325,301 2,292,601

当期変動額

剰余金の配当 △10,049

親会社株主に帰属す

る当期純利益
71,856

自己株式の取得 △170

株主資本以外の項目

の 当 期 変 動 額 （ 純

額）

△2,481 △890 △43,298 28,594 △18,075 100,086 82,010

当期変動額合計 △2,481 △890 △43,298 28,594 △18,075 100,086 143,648

当期末残高 1,539 △890 313,022 △6,446 307,225 100,086 2,436,249
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（４）連結キャッシュ・フロー計算書

(単位：千円)
前連結会計年度

(自 平成26年４月１日
　至 平成27年３月31日)

当連結会計年度
(自 平成27年４月１日
　至 平成28年３月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前当期純利益 137,479 131,582

減価償却費 172,406 152,720

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） △3,065 △5,250

貸倒引当金の増減額（△は減少） △2,326 △1,009

賞与引当金の増減額（△は減少） 24,983 7,317

受取利息及び受取配当金 △2,319 △2,191

支払利息 41,393 32,068

為替差損益（△は益） △12,673 △11,668

固定資産処分損益（△は益） 30,063 2,472

固定資産売却損益（△は益） △25 2,360

投資有価証券評価損益（△は益） 19,590 -

事業構造改善費用 1,000 78,063

売上債権の増減額（△は増加） 211,163 △210,160

たな卸資産の増減額（△は増加） 347 115,738

仕入債務の増減額（△は減少） 87,980 △42,427

未払消費税等の増減額（△は減少） 34,408 △39,226

その他 △36,016 9,809

小計 704,388 220,198

利息及び配当金の受取額 2,319 2,191

利息の支払額 △42,298 △34,430

法人税等の支払額 △49,317 △72,149

法人税等の還付額 - 960

事業構造改善費用の支払額 △1,000 △78,063

営業活動によるキャッシュ・フロー 614,091 38,706

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の預入による支出 △4,200 △148,850

定期預金の払戻による収入 4,200 4,200

投資有価証券の取得による支出 △1,094 △2,272

有形固定資産の取得による支出 △265,554 △156,996

有形固定資産の売却による収入 487 35,983

子会社株式の取得による支出 - △578,184

投資その他の資産の増減額（△は増加） △10 -

貸付けによる支出 - △72,330

貸付金の回収による収入 979 1,239

その他 △2,572 △1,184

投資活動によるキャッシュ・フロー △267,764 △918,394
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(単位：千円)
前連結会計年度

(自 平成26年４月１日
　至 平成27年３月31日)

当連結会計年度
(自 平成27年４月１日
　至 平成28年３月31日)

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） 201,764 51,795

長期借入金の返済による支出 △359,158 △375,913

長期借入れによる収入 280,000 990,000

自己株式の取得による支出 △75 △170

リース債務の返済による支出 △12,194 △16,427

配当金の支払額 - △10,049

財務活動によるキャッシュ・フロー 110,335 639,234

現金及び現金同等物に係る換算差額 42,739 23,978

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 499,402 △216,475

現金及び現金同等物の期首残高 1,011,378 1,510,781

新規連結に伴う現金及び現金同等物の増加額 - 140,177

現金及び現金同等物の期末残高 1,510,781 1,434,482
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（５）連結財務諸表に関する注記事項

(継続企業の前提に関する注記)

該当事項はありません。

(連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項)

１．連結の範囲に関する事項

(1) 連結子会社の数

６社

(2) 連結子会社の名称

ヤマト・テクノセンター㈱

埼玉ヤマト㈱

香港大和工貿有限公司

大和高精密工業（深圳）有限公司

亜禡特貿易上海有限公司

ＢＩＧ ＰＨＩＬＩＰＰＩＮＥＳ ＣＯＲＰＯＲＡＴＩＯＮ

２．連結子会社の事業年度等に関する事項

連結子会社のうち香港大和工貿有限公司、大和高精密工業（深圳）有限公司、亜禡特貿易上海有限公司、ＢＩＧ Ｐ

ＨＩＬＩＰＰＩＮＥＳ ＣＯＲＰＯＲＡＴＩＯＮの決算日は12月31日であります。

　連結財務諸表の作成にあたっては、同決算日現在の財務諸表を使用しております。ただし、平成27年１月１日から

連結決算日平成28年３月31日までの期間に発生した重要な取引については、連結上必要な調整を行っております。

３．会計処理基準に関する事項

①有価証券

その他有価証券

　時価のあるもの

決算日の市場価格等に基づく時価法

(評価差額は、全部純資産直入法により処理し、売却原価は移動平均法により算定)

　時価のないもの

移動平均法による原価法

②デリバティブ取引

時価法

③たな卸資産

通常の販売目的で保有するたな卸資産

評価基準は原価法(収益性の低下による簿価切下げの方法)によっております。

当社・・・月別移動平均法

(会計方針の変更)

　(企業結合に関する会計基準等の適用）

　「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号平成25年９月13日）、「連結財務諸表に関する会計基準」（企

業会計基準第22号平成25年９月13日）及び「事業分離等に関する会計基準」（企業会計基準第７号平成25年９月13日）

等を、当連結会計期間から適用し、当期純利益等の表示の変更及び少数株主持分から非支配株主持分への表示の変更を

行っております。当該表示の変更を反映させるため、前連結会計年度については、連結財務諸表の組替えを行っており

ます。

(表示方法の変更)

該当事項はありません。

(会計上の見積りの変更)

該当事項はありません。
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(追加情報)

該当事項はありません。

(連結貸借対照表関係)

※１ 担保資産及び担保債務

担保に供している資産及びこれに対応する債務は以下のとおりであります。

(イ)担保に供している資産

前連結会計年度
(平成27年３月31日)

当連結会計年度
(平成28年３月31日)

建物 193,622千円 173,767千円

土地 624,584千円 624,584千円

計 871,477千円 798,351千円

(ロ)上記に関する債務

前連結会計年度
(平成27年３月31日)

当連結会計年度
(平成28年３月31日)

割引手形 ―千円 ―千円

短期借入金 197,241千円 156,904千円

長期借入金 353,006千円 1,080,864千円

計 550,248千円 1,237,768千円

※２ 受取手形割引高及び受取手形裏書譲渡高

前連結会計年度
(平成27年３月31日)

当連結会計年度
(平成28年３月31日)

受取手形割引高 883,066千円 999,285千円

受取手形裏書譲渡高 10,289千円 11,431千円

※４ コミットメントライン契約

当社では資金調達の安定性を高めるため、取引銀行１行とコミットメントライン契約を締結しております。この

契約に基づく借入未実行残高は、次のとおりであります。

前連結会計年度
(平成27年３月31日)

当連結会計年度
(平成28年３月31日)

コミットメントラインの総額 350,000千円 350,000千円

借入実行残高 350,000千円 350,000千円

差引額 ─千円 ─千円

(連結損益計算書関係)

※１ 固定資産売却益の内容は、次のとおりであります。

前連結会計年度
(自 平成26年４月１日
至 平成27年３月31日)

当連結会計年度
(自 平成27年４月１日
至 平成28年３月31日)

機械装置及び運搬具 25千円 1,500千円

土地 ─千円 ─千円

計 25千円 1,500千円
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※２ 固定資産処分損の内容は、次のとおりであります。

前連結会計年度
(自 平成26年４月１日
至 平成27年３月31日)

当連結会計年度
(自 平成27年４月１日
至 平成28年３月31日)

建物及び構築物 32千円 533千円

機械装置及び運搬具 13,939千円 903千円

その他の有形固定資産 16,091千円 4,895千円

計 30,063千円 6,332千円

(連結包括利益計算書関係)

※１ その他の包括利益に係る組替調整額

前連結会計年度
(自 平成26年４月１日
至 平成27年３月31日)

当連結会計年度
(自 平成27年４月１日
至 平成28年３月31日)

その他有価証券評価差額金

当期発生額 2,882千円 △3,930千円

組替調整額 ― 千円 ― 千円

計 2,882千円 △3,930千円

繰延ヘッジ損益

当期発生額 106千円 △890千円

組替調整額 ― 千円 ― 千円

計 106千円 △890千円

為替換算調整勘定

当期発生額 150,319千円 △43,298千円

組替調整額 ― 千円 ― 千円

計 150,319千円 △43,298千円

退職給付に係る調整額

当期発生額 2,867千円 28,594千円

組替調整額 ― 千円 ― 千円

計 2,867千円 28,594千円

税効果調整前合計 156,175千円 △19,524千円

税効果額 ― 千円 ― 千円

その他包括利益合計 156,175千円 △19,524千円

※２ その他の包括利益に係る税効果額

前連結会計年度
(自 平成25年４月１日
至 平成26年３月31日)

当連結会計年度
(自 平成26年４月１日
至 平成27年３月31日)

その他有価証券評価差額金

税効果調整前 2,882千円 △3,930千円

税効果額 △940千円 1,449千円

税効果調整後 1,941千円 △2,481千円

繰延ヘッジ損益

税効果調整前 106千円 △890千円

税効果額 △37千円 292千円

税効果調整後 68千円 △597千円

為替換算調整勘定

税効果調整前 150,319千円 △43,298千円

税効果額 ― 千円 ― 千円

税効果調整後 150,319千円 △43,298千円

退職給付に係る調整額
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税効果調整前 2,867千円 28,594千円

税効果額 ― 千円 ― 千円

税効果調整後 2,867千円 28,594千円

その他の包括利益合計

税効果調整前 156,175千円 △19,524千円

税効果額 △977千円 1,741千円

税効果調整後 155,197千円 △17,783千円

(連結株主資本等変動計算書関係)

前連結会計年度(自 平成25年４月１日 至 平成26年３月31日)

１ 発行済株式に関する事項

株式の種類 当連結会計年度期首 増加 減少 当連結会計年度末

普通株式 (株) 10,171,797 ― ― 10,171,797

２ 自己株式に関する事項

株式の種類 当連結会計年度期首 増加 減少 当連結会計年度末

普通株式 (株) 121,051 545 ─ 121,596

（変動事由の概要）

増加数の内訳は、次の通りであります。

単元未満株式の買取請求による増加 545株

３ 新株予約権等に関する事項

該当事項はありません。

４ 配当に関する事項

該当事項はありません。

当連結会計年度(自 平成27年４月１日 至 平成28年３月31日)

１ 発行済株式に関する事項

株式の種類 当連結会計年度期首 増加 減少 当連結会計年度末

普通株式 (株) 10,171,797 ― ― 10,171,797

２ 自己株式に関する事項

株式の種類 当連結会計年度期首 増加 減少 当連結会計年度末

普通株式 (株) 121,596 1,329 122,925

（変動事由の概要）

　増加数の内訳は、次の通りであります。

　単元未満株式の買取請求による増加 1,329株

３ 新株予約権等に関する事項

該当事項はありません。

４ 配当に関する事項

該当事項はありません。
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(連結キャッシュ・フロー計算書関係)

※ 現金及び現金同等物の期末残高と連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係は、次のとおりでありま

す。

前連結会計年度
(自 平成26年４月１日
至 平成27年３月31日)

当連結会計年度
(自 平成27年４月１日
至 平成28年３月31日)

現金及び預金 1,513,931千円 1,582,282千円

預入期間が３か月を超える
定期預金

△3,150千円 △147,800千円

現金及び現金同等物 1,510,781千円 1,434,482千円

(セグメント情報等)

(セグメント情報)

１ 報告セグメントの概要

⑴報告セグメントの決定方法

当社グループの報告セグメントは、当社グループの構成単位のうち分離された財務諸表が入手可能であり、取締

役会が、経営資源の配分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となっているものであります。

　当社グループの報告セグメントの区分方法は、製品の種類、性質、製造方法を考慮し、「合成樹脂成形関連事

業」、「物流機器関連事業」の２つを報告セグメントとしております。

⑵各報告セグメントに属する製品及びサービスの種類

「合成樹脂成形関連事業」は、ＯＡ機器部品・セールスプロモーション製品・住設機器・自動車用品・情報通信

関連用品・家電部品等の製造販売をしております。

　「物流機器関連事業」は、物流機器（コンビテナー）等の製造販売をしております。

２ 報告セグメントごとの売上高、利益又は損失、資産、負債その他の項目の金額の算定方法

報告されている事業セグメントの会計処理の方法は、「連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項」におけ

る記載と概ね同一であります。

報告セグメントの利益は、営業利益ベースの数値であります。セグメント間の内部売上高及び振替高は取引高の実

績及び製品種別の利益率を用いて算定した理論値に基づいております。
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３ 報告セグメントごとの売上高、利益又は損失、資産、負債その他の項目の金額に関する情報

前連結会計年度(自 平成26年４月１日 至 平成27年３月31日)

(単位：千円)

報告セグメント
調整額

連結財務諸表
計上額合成樹脂成形

関連事業
物流機器
関連事業

計

売上高

外部顧客への売上高 13,330,910 2,561,460 15,892,370 ─ 15,892,370

セグメント間の内部
売上高又は振替高

60,924 45 60,970 △ 60,970 ─

計 13,391,835 2,561,506 15,953,341 △ 60,970 15,892,370

セグメント利益 229,896 2,997 232,894 ― 232,894

セグメント資産 5,670,089 852,067 6,522,157 612,906 7,135,064

セグメント負債 2,548,954 540,371 3,089,326 1,753,137 4,842,463

その他の項目

減価償却費 149,031 23,374 172,406 ─ 172,406

有形固定資産及び
無形固定資産の増加額

269,927 7,295 277,222 ─ 277,222

(注) １. セグメント利益は、連結損益計算書の営業利益と一致しております。

２. 調整額は以下のとおりであります。

⑴セグメント資産の調整額612,906千円は、各報告セグメントに配分していない全社資産であり、主に現金・

預金、投資有価証券、会員権等であります。

⑵セグメント負債の調整額1,753,137千円は、主に短期借入金、長期借入金、退職給付に係る負債であります。

当連結会計年度(自 平成27年４月１日 至 平成28年３月31日)

(単位：千円)

報告セグメント
調整額

連結財務諸表
計上額合成樹脂成形

関連事業
物流機器
関連事業

計

売上高

外部顧客への売上高 12,626,583 2,326,638 14,953,221 ─ 14,953,221

セグメント間の内部
売上高又は振替高

59,694 985 60,679 △ 60,679 ─

計 12,686,278 2,327,623 15,013,901 △ 60,679 14,953,221

セグメント利益 386,377 910 387,287 13,950,793 0

セグメント資産 6,972,967 836,458 7,809,425 628,848 8,438,274

セグメント負債 3,050,943 520,408 3,571,351 2,416,723 5,988,074

その他の項目

減価償却費 146,485 12,362 158,848 ─ 158,848

有形固定資産及び
無形固定資産の増加額

238,198 9,364 247,563 ─ 247,563

(注) １. セグメント利益は、連結損益計算書の営業利益と一致しております。

２. 調整額は以下のとおりであります。

３. セグメント資産の調整額628,848千円は、各報告セグメントに配分していない全社資産であり、主に現金・

預金、投資有価証券、会員権等であります。 

⑵セグメント負債の調整額2,416,723千円は、主に短期借入金、長期借入金、退職給付に係る負債であります。 
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(１株当たり情報)

前連結会計年度
(自 平成26年４月１日
至 平成27年３月31日)

当連結会計年度
(自 平成27年４月１日
至 平成28年３月31日)

１株当たり純資産額 228円 10銭 １株当たり純資産額 242円 44銭

１株当たり当期純利益金額 7円 71銭 １株当たり当期純利益金額 7円 15銭

　なお、潜在株式調整後１株当たり当期純利益金額につ

いては、潜在株式が存在しないため記載をしておりませ

ん。

　また、算定上の基礎となる当連結会計年度における当

期純利益は、77,514千円、普通株式に係る当期純利益

は、77,514千円、期中平均株式数は、10,050千株であり

ます。

　なお、潜在株式調整後１株当たり当期純利益金額につ

いては、潜在株式が存在しないため記載をしておりませ

ん。

　また、算定上の基礎となる当連結会計年度における当

期純利益は、71,856千円、普通株式に係る当期純利益

は、71,856千円、期中平均株式数は、10,048千株であり

ます。

(重要な後発事象)

　該当事項はありません。
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６．個別財務諸表

（１）貸借対照表

(単位：千円)

前事業年度
(平成27年３月31日)

当事業年度
(平成28年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 555,107 564,449

受取手形 605,418 496,541

売掛金 1,204,272 1,413,521

商品及び製品 230,245 231,531

仕掛品 32,738 27,441

原材料及び貯蔵品 33,154 28,014

前払費用 3,281 2,600

繰延税金資産 9,794 12,324

短期貸付金 26,619 33,197

未収入金 189,075 168,765

その他 4,037 7,689

貸倒引当金 △1,127 -

流動資産合計 2,892,619 2,986,077

固定資産

有形固定資産

建物 215,407 194,159

構築物 5,656 20,028

機械及び装置 33,690 31,330

車両運搬具 701 117

工具、器具及び備品 7,083 10,292

土地 660,642 624,584

リース資産 38,366 99,876

有形固定資産合計 961,548 980,389

無形固定資産

ソフトウエア 2,676 5,201

リース資産 2,511 1,856

電話加入権 5,873 5,873

無形固定資産合計 11,061 12,931

投資その他の資産

投資有価証券 49,124 47,461

関係会社株式 1,165,203 1,659,145

出資金 183 183

関係会社長期貸付金 128,119 161,221

長期前払費用 5,634 4,231

敷金及び保証金 132,316 133,176

保険積立金 10,000 10,000

会員権 19,089 19,089

貸倒引当金 △2,994 △2,994

投資その他の資産合計 1,506,677 2,031,514

固定資産合計 2,479,287 3,024,835

資産合計 5,371,906 6,010,912

負債の部

流動負債

支払手形 997,956 805,758

買掛金 598,053 809,108

短期借入金 350,000 450,000
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1年内返済予定の長期借入金 378,483 420,517

未払金 47,241 37,722

未払費用 62,473 60,605

未払法人税等 10,344 7,982

未払消費税等 37,698 626

賞与引当金 16,980 23,954

設備関係支払手形 1,286 6,451

その他 22,478 31,182

流動負債合計 2,522,996 2,653,908

固定負債

長期借入金 955,319 1,519,422

繰延税金負債 21,392 17,988

退職給付引当金 34,293 24,558

その他 36,403 89,574

固定負債合計 1,047,407 1,651,543

負債合計 3,570,403 4,305,452

純資産の部

株主資本

資本金 927,623 927,623

資本剰余金

資本準備金 785,132 785,132

その他資本剰余金 40 40

資本剰余金合計 785,172 785,172

利益剰余金

利益準備金 124,283 1,004

その他利益剰余金

買換資産圧縮積立金 38,111 34,206

別途積立金 1,803,505 -

繰越利益剰余金 △1,858,485 △20,298

利益剰余金合計 107,414 14,912

自己株式 △22,729 △22,899

株主資本合計 1,797,481 1,704,809

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 4,021 1,539

繰延ヘッジ損益 0 △890

評価・換算差額等合計 4,021 649

純資産合計 1,801,503 1,705,459

負債純資産合計 5,371,906 6,010,912
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（２）損益計算書

(単位：千円)
前事業年度

(自 平成26年４月１日
　至 平成27年３月31日)

当事業年度
(自 平成27年４月１日
　至 平成28年３月31日)

売上高 8,677,542 8,477,729

売上原価 7,802,343 7,548,090

売上総利益 875,198 929,638

販売費及び一般管理費 909,420 916,784

営業利益又は営業損失（△） △34,221 12,854

営業外収益

受取利息及び配当金 41,462 29,135

受取手数料 52,852 50,159

受取賃貸料 31,114 27,411

為替差益 8,531 -

その他 7,855 6,200

営業外収益合計 141,816 112,906

営業外費用

支払利息 37,970 29,274

貸与資産減価償却費 14,205 13,797

為替差損 - 8,505

手形売却損 6,224 6,065

債権売却損 9,450 9,902

支払手数料 - 12,786

支払リース料 730 727

その他 3,695 761

営業外費用合計 72,277 81,821

経常利益 35,317 43,940

特別利益

固定資産売却益 - 1,500

特別利益合計 - 1,500

特別損失

固定資産処分損 1,468 4,779

関係会社株式評価損 - 121,718

投資有価証券評価損 19,590 -

事業構造改善費用 1,000 1,000

訴訟損失 2,850 -

特別損失合計 24,908 127,497

税引前当期純利益又は税引前当期純損失
（△）

10,408 △82,057

法人税、住民税及び事業税 10,025 4,444

法人税等調整額 △4,655 △4,049

法人税等合計 5,369 394

当期純利益又は当期純損失（△） 5,038 △82,451
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製造原価明細書

前事業年度
(自 平成26年４月１日
至 平成27年３月31日)

当事業年度
(自 平成27年４月１日
至 平成28年３月31日)

区分
注記
番号

金額(千円)
構成比
(％)

金額(千円)
構成比
(％)

Ⅰ 材料費 1,205,231 15.6 960,615 12.8

Ⅱ 外作品購入費 ※２ 5,957,995 77.1 6,008,904 80.2

Ⅲ 労務費 311,221 4.0 292,375 3.9

Ⅳ 経費 ※３ 254,024 3.3 232,816 3.1

当期総製造費用 7,728,472 100.0 7,494,712 100.0

仕掛品期首たな卸高 37,613 32,738

計 7,766,085 7,527,450

仕掛品期末たな卸高 32,738 27,441

当期製品製造原価 7,733,347 7,500,009

(脚注)

項目
前事業年度

(自 平成26年４月１日
至 平成27年３月31日)

当事業年度
(自 平成27年４月１日
至 平成28年３月31日)

　１ 原価計算の方法 製品別総合原価計算を原則としており

ます。期中においては、原材料費の一

部および加工費について予定原価を採

用し、実際原価との差額を期末棚卸高

と売上原価に配賦調整しております。

同左

※２ 外作品購入費 外注先は当社の製造指図書に基づき、

当社の支給する材料を使用するほか、

自己調達した材料に加工を加え、製品

及び半製品を製造しております。

外作品購入費はこれら製品及び半製品

の購入費であります。

同左

※３ 経費のうち主なものは

次のとおりでありま

す。

外注加工費 26,188千円

減価償却費 47,244千円

外注加工費 25,055千円

減価償却費 37,612千円
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（３）株主資本等変動計算書

前事業年度(自 平成26年４月１日 至 平成27年３月31日)

(単位：千円)

株主資本

資本金

資本剰余金

資本準備金 その他資本剰余金 資本剰余金合計

当期首残高 927,623 785,132 40 785,172

会計方針の変更によ

る累積的影響額

会計方針の変更を反映

した当期首残高
927,623 785,132 40 785,172

当期変動額

剰余金の配当

当期純利益

自己株式の取得

利益準備金の積立

利益準備金の取崩

買換資産圧縮積立金

の取崩

別途積立金の取崩

株主資本以外の項目

の 当 期 変 動 額 （ 純

額）

当期変動額合計 - - - -

当期末残高 927,623 785,132 40 785,172

株主資本

利益剰余金

利益準備金

その他利益剰余金

利益剰余金合計買換資産圧縮積立

金
別途積立金 繰越利益剰余金

当期首残高 124,283 42,896 1,803,505 △1,942,584 28,100

会計方針の変更によ

る累積的影響額
74,275 74,275

会計方針の変更を反映

した当期首残高
124,283 42,896 1,803,505 △1,868,309 102,375

当期変動額

剰余金の配当

当期純利益 5,038 5,038

自己株式の取得

利益準備金の積立

利益準備金の取崩

買換資産圧縮積立金

の取崩
△4,784 4,784 -

別途積立金の取崩

株主資本以外の項目

の 当 期 変 動 額 （ 純

額）

当期変動額合計 - △4,784 - 9,823 5,038

当期末残高 124,283 38,111 1,803,505 △1,858,485 107,414
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株主資本 評価・換算差額等

純資産合計
自己株式 株主資本合計

その他有価証券評

価差額金
繰延ヘッジ損益

評価・換算差額等

合計

当期首残高 △22,653 1,718,243 2,080 △68 2,011 1,720,254

会計方針の変更によ

る累積的影響額
74,275 74,275

会計方針の変更を反映

した当期首残高
△22,653 1,792,518 2,080 △68 2,011 1,794,529

当期変動額

剰余金の配当

当期純利益 5,038 5,038

自己株式の取得 △75 △75 △75

利益準備金の積立

利益準備金の取崩

買換資産圧縮積立金

の取崩
-

別途積立金の取崩

株主資本以外の項目

の 当 期 変 動 額 （ 純

額）

1,941 68 2,010 2,010

当期変動額合計 △75 4,963 1,941 68 2,010 6,973

当期末残高 △22,729 1,797,481 4,021 0 4,021 1,801,503
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当事業年度(自 平成27年４月１日 至 平成28年３月31日)

(単位：千円)

株主資本

資本金

資本剰余金

資本準備金 その他資本剰余金 資本剰余金合計

当期首残高 927,623 785,132 40 785,172

会計方針の変更によ

る累積的影響額

会計方針の変更を反映

した当期首残高
927,623 785,132 40 785,172

当期変動額

剰余金の配当

当期純利益又は当期

純損失（△）

自己株式の取得

利益準備金の積立

利益準備金の取崩

買換資産圧縮積立金

の取崩

別途積立金の取崩

株主資本以外の項目

の 当 期 変 動 額 （ 純

額）

当期変動額合計 - - - -

当期末残高 927,623 785,132 40 785,172

株主資本

利益剰余金

利益準備金

その他利益剰余金

利益剰余金合計買換資産圧縮積立

金
別途積立金 繰越利益剰余金

当期首残高 124,283 38,111 1,803,505 △1,858,485 107,414

会計方針の変更によ

る累積的影響額
-

会計方針の変更を反映

した当期首残高
124,283 38,111 1,803,505 △1,858,485 107,414

当期変動額

剰余金の配当 △10,049 △10,049

当期純利益又は当期

純損失（△）
△82,451 △82,451

自己株式の取得

利益準備金の積立 1,004 △1,004 -

利益準備金の取崩 △124,283 124,283 -

買換資産圧縮積立金

の取崩
△3,905 3,905 -

別途積立金の取崩 △1,803,505 1,803,505 -

株主資本以外の項目

の 当 期 変 動 額 （ 純

額）

当期変動額合計 △123,278 △3,905 △1,803,505 1,838,187 △92,501

当期末残高 1,004 34,206 - △20,298 14,912

決算短信（宝印刷） 2016年05月13日 16時06分 27ページ（Tess 1.50(64) 20160126_01）

訂正前



ヤマト・インダストリー株式会社(7886) 平成28年３月期 決算短信

28

株主資本 評価・換算差額等

純資産合計
自己株式 株主資本合計

その他有価証券評

価差額金
繰延ヘッジ損益

評価・換算差額等

合計

当期首残高 △22,729 1,797,481 4,021 0 4,021 1,801,503

会計方針の変更によ

る累積的影響額
- -

会計方針の変更を反映

した当期首残高
△22,729 1,797,481 4,021 0 4,021 1,801,503

当期変動額

剰余金の配当 △10,049 △10,049

当期純利益又は当期

純損失（△）
△82,451 △82,451 

自己株式の取得 △170 △170 △170

利益準備金の積立 - -

利益準備金の取崩 - -

買換資産圧縮積立金

の取崩
- -

別途積立金の取崩 - -

株主資本以外の項目

の 当 期 変 動 額 （ 純

額）

△2,481 △890 △3,371 △3,371

当期変動額合計 △170 △92,671 △2,481 △890 △3,371 △96,043 

当期末残高 △22,899 1,704,809 1,539 △890 649 1,705,459
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